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発生発達医学講座

病態予防医学講座

社会環境医学講座

情報統合医学講座

病態情報医学講座
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器官病態修復医学講座

生体防御腫瘍医学講座
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微生物病原学
予防医学
公衆衛生学
医療教育学
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顕微解剖学
生理学
精神医学
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医療情報学
薬理学
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腎臓内科学
救急集中治療医学
臨床薬理学
眼科学
耳鼻咽喉科学
臨床神経科学
分子病理学
消化器・移植外科学
泌尿器科学
心臓血管外科学
循環器内科学
疾患病理学
放射線医学
呼吸器・膠原病内科学
胸部・内分泌・腫瘍外科学
法医学
皮膚科学
運動機能外科学
形成外科学
生化学
血液・内分泌代謝内科学
遺伝情報医学

微 生 物 学 講 座

生体制御医学講座

医　　学　　研　　究　　科

大 学 院 医 歯 薬 研 究 部

医 科 栄 養 学 研 究 科

保 健 科 学 研 究 科

医学部学務課（医学科・医科栄養学科担当）第一教務係，学生係
　　　　　　（保健学科担当）第二教務係，学生係

基礎予防栄養学講座 応用栄養学
生体栄養学
予防環境栄養学
食品栄養学
臨床食管理学
代謝栄養学
実践栄養学
疾患治療栄養学

臨床実践栄養学講座

医　科　栄　養　学　科

蔵　本　事　務　部

看 護 学 専 攻保　　健　　学　　科

放射線技術科学専攻

検査技術科学専攻

基 礎 看 護 学 講 座
成人・高齢者看護学講座
母性・小児看護学講座
地域・精神看護学講座
医用放射線科学講座
診療放射線技術学講座
機能系検査学講座
形態系検査学講座

医　　　　　学　　　　　部

教　　　　　授　　　　　会

教　　務　　委　　員　　会

学　　生　　委　　員　　会

医　　　学　　　科

徳 島 大 学 医 学 部 機 構
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医科学専攻 （修 士 課 程）

医　科　栄　養　学　専　攻

医 学 専 攻 （博 士 課 程）

保健学専攻（博士前期課程）

保健学専攻（博士後期課程）

機能解剖学　　　　小児科学
産科婦人科学　　　発生生物学
細胞生物学　　　　消化器内科学
生体防御医学　　　微生物病原学
予防医学　　　　　総合診療医学
公衆衛生学

顕微解剖学　　　　生理学
精神医学　　　　　脳神経外科学
生体機能学　　　　医療情報学
薬理学　　　　　　麻酔・疼痛治療医学
腎臓内科学　　　　救急集中治療医学
臨床薬理学
眼科学　　　　　　耳鼻咽喉科学
臨床神経科学
病態病理学　　　　消化器・移植外科学
心臓血管外科学　　泌尿器科学
循環器内科学　　　
疾患病理学　　　　放射線医学
呼吸器・膠原病内科学
胸部・内分泌・腫瘍外科学
法医学　　　　　　皮膚科学
運動機能外科学　　形成外科学
生化学　　　　　　
血液・内分泌代謝内科学
病態生理学　　　　ゲノム遺伝情報学
ゲノム医科学　　　分子機能解析学
細胞情報学　　　　糖尿病学
分子生命科学
　　　　　　　　　
応用分子酵素学　　分子代謝情報学　　
免疫情報医学　　　生体情報統御学
分子遺伝学　　　　病態システム治療学

機能解剖学
小児科学
産科婦人科学
発生生物学
細胞生物学
消化器内科学
腫瘍内科学
生体防御医学
微生物病原学
予防医学
公衆衛生学
医療教育学
総合診療医学
顕微解剖学
生理学
精神医学
脳神経外科学
生体機能学
医療情報学
薬理学
麻酔・疼痛治療医学
腎臓内科学
救急集中治療医学
臨床薬理学
眼科学
耳鼻咽喉科学
臨床神経科学
病態病理学
消化器・移植外科学
低侵襲・遠隔治療学
心臓血管外科学
泌尿器科学
循環器内科学
疾患病理学
放射線医学
呼吸器・膠原病内科学
胸部・内分泌・腫瘍外科学
法医学
皮膚科学
運動機能外科学
形成外科学
生化学
公衆衛生学
血液・内分泌代謝内科学
遺伝情報医学
ゲノム遺伝情報学
ゲノム医科学
分子機能解析学
糖尿病学
細胞情報学
分子生命科学
動物資源研究
感染症病態代謝学
分子代謝情報学
免疫情報医学
生体情報統御学
ゲノム機能解析学
宇宙医科学
イメージングプローブ学
分子イメージング学

基盤形成支援看護学
健康生活支援看護学
ウイメンズヘルス・助産学
保健医療学
医用情報理工学
病態情報科学
先端医療技術・支援学

生涯健康支援看護学
生涯健康支援医療学
医用情報科学
病態制御保健学

発生発達医学講座

病態予防医学講座
微 生 物 学 講 座
社会環境医学講座

情報統合医学講座

病態情報医学講座

感覚情報医学講座

器官病態修復医学講座

生体防御腫瘍医学講座

感覚運動系病態医学講座

生体制御医学講座

酵素・プロテオミクス医学講座

発 生発達医学講座

病態予防医学講座

微 生 物 学 講 座

社会環境医学講座

情報統合医学講座

病態情報医学講座

感覚情報医学講座

器官病態修復医学講座

生体防御腫瘍医学講座

感覚運動系病態医学講座

生体制御医学講座

酵素・プロテオミクス医学講座

生 体対応医学講座
宇宙ライフサイエンス学講座
高度生体イメージング学講座

応 用 栄 養 学
生 体 栄 養 学
予 防 環 境 栄 養 学
食 品 栄 養 学
臨 床 食 管 理 学
代 謝 栄 養 学
実 践 栄 養 学
疾 患 治 療 栄 養 学
素 材 応 用 学 ※
機 能 設 計 生 産 学
治 療 栄 養 学 研 究
宇 宙 栄 養 学 ※
栄 養 化 学

看 護 学 領 域

医用情報科学領域

医 用 検 査 学 領 域

生涯健康支援学領域

医用情報科学領域
医 用 検 査 学 領 域

発達予防医学領域

神経情報医学領域

再生修復医学領域

生体制御医学領域

酵素・プロテオミクス医学領域

発達予防医学領域

神経情報医学領域

再生修復医学領域

生体制御医学領域

酵素・プロテオミクス医学領域

連 携 講 座 領 域

（博士後期課程のみ）
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医学部のカリキュラムポリシー

　高い責任感，倫理観，ならびに生涯学び続ける意志を持ち，国際性と研究能力を兼ね備えながら，基礎から臨

床までの幅広い知識・技能を基盤として医療を実践できる人材を養成することをめざし，以下のようなカリキュ

ラムを編成している。

１．教養教育では，人間・文化・社会・自然に係る広範で多様な基礎的知識と幅広い教養を修得させるとともに，持

続可能な社会づくりの担い手たる資質としての進取の気風を身につけさせる。

２．専門教育では，基礎から臨床までの幅広い専門知識と技能を修得させるとともに，問題解決能力，コミュニ

ケーション能力，倫理観，プロフェッショナリズムなどを含めた汎用的能力や態度・志向性を高めるための教

育を行う。

３．卒業研究や研究室配属によって，研究への関心を持ち，研究倫理に基づいて研究を遂行できる能力を修得さ

せる。

４．臨地・臨床現場での教育によって学習意欲を向上させながら，医療人として必要な基本的な知識，技能，態

度の育成をはかる。

５．職種間連携教育を通してチーム医療遂行に必要な能力の育成をはかる。

医学部のディプロマポリシー

　次の能力を有すると認められた者に学士の学位を授与する。

１．知識・理解

　　医療・医学に関する基礎・専門分野の幅広い知識，高い教養，ならびに国際性を身につけている。

２．汎用的技能

　・医療や生命科学の基本的研究能力を修得している。

　・専門職としての基本的臨床技能を修得している。

　・他職種と連携しながら，医療チームの一員としての役割を果たすことができる。

３．態度・志向性

　　専門職業人としての強い責任感，倫理観，ならびに生涯学び続ける意志を持つことができる。

４．統合的な学習経験と創造的思考力

　　基礎から臨床までの幅広い知識・技能を基盤とし，医療や社会のニーズや医療の最新情報に対応して自らの

能力・専門性をさらに高めながら，医療を実践することができる。

医　　学　　部
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医学科の教育理念・目標

　医学科学生が卒業までに基本的な臨床能力及び基礎的な医学研究能力を備え，生涯にわたり医療，教育，研究，

保健・福祉活動を通じて社会に貢献し，医学の発展に寄与することができるようになることを目指しています。

　この目的のために医学科学生が達成すべき５つの目標を設定しています。

１）科学的根拠に基づいた医療・研究を行えるように自己開発と自己評価の習慣を身につける。

２）医師として必要な基本的な技能，知識，態度を身につける。

３）医師として倫理観，責任感を養い，他者を理解しいたわる人間性を身につける。

４）チーム医療・研究活動を円滑に遂行できる能力と習慣を身につける。

５）国際的視野を養い，医療・医学の国際化に対応できる能力を身につける。

医学科のカリキュラムポリシー

　医学科では，基本的な臨床能力及び基礎的な医学研究能力を備え，生涯にわたり医療，教育，保健・福祉活動

を通じて社会に貢献し，医学の発展に寄与することができる人材を養成することをめざし，以下のようなカリ

キュラムを編成している。

１．教養教育では，語学，自然科学や社会科学の幅広い教養及び持続可能な社会づくりの担い手たる資質として

の進取の気風を身につけさせる。

２．専門医学教育では，医師，医学研究者を目指す上で必要な生命科学，医学英語，基礎医学，社会医学及び臨

床医学の基盤知識の教育を行う。臓器疾患別教育ではPBLチュートリアル教育による自己決定型学習方法を
用いて，自己開発・自己評価の習慣と科学的根拠に基づいた問題解決能力の修得をはかる。

３．医学研究への関心を持たせ，研究倫理に基づいた研究能力を養うために，基礎医学・臨床医学分野及び学内

各研究センターでの自主的な医学研究実習を行わせる。また，希望する学生には外国での研究経験を積ませる

機会を提供する。さらに希望する学生はMD-PhDコースに進学することもできる。
４．低学年での早期臨床体験から高学年でのクリニカルクラークシップにいたるまで，各学年の学修段階に応じ

た診療現場での教育を行うことで，学習意欲を向上させながら，医学知識，思考能力，診療技能，コミュニケー

ション能力，倫理観，医療プロフェッショナリズムなどを含めた，医師として必要な基本的な知識，技能，態

度の育成をはかる。また，学外医療機関での実習により，地域社会と医療との関わりについても学習させる。

５．医療系の他学科，他学部学生との職種間連携教育を通して，他職種に対する理解を深め，チーム医療遂行に

必要な能力の育成をはかる。

医学科のディプロマポリシー

　次の能力を有すると認められた者に学士の学位を授与する。

１．知識・理解

　　基礎医学，社会医学及び臨床医学の幅広い専門的知識と高い教養を身につけている。

２．汎用的技能

　⑴　生命科学の基本的研究手法，診断及び治療の基本的臨床技能を理解し修得している。

　⑵　患者・家族や医療チームメンバーと良好なコミュニケーションをとり，医療チームの中でその役割を果た

すことができる。

３．態度・志向性

　　専門職業人としての高い倫理観と強い責任感を基盤として，国際的視点から向上心と探求心・研究心を持ち，

高度先進医療にも地域医療にも対応することができる。

４．統合的な学習経験と創造的思考力

　　幅広い学習経験を背景に，常に医療の最新情報を収集し，それを実践できる能力を有している。

医　　学　　科
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医科栄養学科の教育理念・目標

教育理念

　「食律生命」の理念のもとに，医学と連携した医科栄養学を通して，高度化する医療と人々の食生活の改善・健

康の維持増進に資することができる人材の育成を目的とする。

教育目標

１）臨床の場で高度な知識とアイデアで医師と連携して医科栄養学を推進することのできる能力を身につける。

２）世界の栄養施策の啓発・推進役となるべき国際的視野を養う。

３）栄養学の基礎的研究や教育を担うための高い能力を身につける。

医科栄養学科のカリキュラムポリシー

　医科栄養学科では栄養学を基盤として食は生命の基盤であることを社会に情報発信するとともに，現場におけ

る栄養管理学を発展させ臨床栄養管理を指導できる人材を養成することをめざし，以下のようなカリキュラムを

編成している。

１．教養教育を通じて，広範で多様な基礎的知識と文化や自然科学等の幅広い教養を修得させるとともに，持続

可能な社会づくりの担い手たる資質としての進取の気風を身につけさせる。

２．基礎専門科目において，生化学，生理学，基礎医学，臨床医学などを基盤に，人間栄養の基礎知識を修得さ

せる。

３．専門科目において，管理栄養士養成コアカリキュラムの教育内容を網羅し，医学教育を基盤とした臨床栄養

学をより充実させることで，高度な専門的基礎知識を備え，医師や他の医療専門職と協働して，リーダーシッ

プを発揮できる管理栄養士を育成する。

４．実習や演習を問題解決型授業ととらえ，実践能力を開発するとともに社会から求められる知識や知恵を修得

させる。

５．卒業研究において，実践的な技術や能力を修得させるとともに，研究の意義や楽しさを理解させ問題を解決

する手法を修得させることで，指導者となる管理栄養士及び教育者・研究者をめざす人材を育成する。

医科栄養学科のディプロマポリシー

　次の能力を有すると認められた者に学士の学位を授与する。

１．知識・理解

　　医療現場や地域社会において，医学を基盤として食を通じた疾患予防及び健康増進に必要な基礎・専門分野

の知識を修得している。

２．汎用的技能

　⑴　病態の分子基盤を理解し，科学的根拠に基づく適切かつ高度な栄養管理・栄養療法を行うことができる。

　⑵　食の専門家として，他の職種の人々と円滑な連携を取りながらチーム医療及び地域医療に携わることがで

きる。

３．態度・志向性

　⑴　患者及び地域住民の栄養管理・栄養改善に寄与するために，責任を持った行動をとることができる。

　⑵　進歩する臨床医学に対応できる医科栄養学の専門職業人として，生涯学び続ける意志を持つことができる。

４．統合的な学習経験と創造的思考力

　　修得した基礎から臨床分野までの専門的知識を基盤とし，医療や社会のニーズに対応した最新の栄養管理及

び栄養改善を行う能力を有する。

医科栄養学科
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保健学科の基本理念・目標

教育理念

　高度化，専門化する医療を支え，保健・医療・福祉において多様化するニーズに対応できる有能な医療人を養

成します。人間尊重の倫理に立脚した高い使命感や，専門的知識・技能と同時に，チームの一員としての協調性

を有し，国際的な視野をもって医療および福祉の発展を支えることのできる人材を養成します。

教育目標

１）生命倫理を基盤として，豊かな人間性と科学的思考力を備えた人材の養成。

２）医療の各分野及び保健・福祉を総合的に修得した専門職者の養成。

３）地域社会における保健・医療・福祉の向上に寄与し，指導的役割を果たせる人材の養成。

４）医療技術分野での国際協力，国際貢献を推進できる人材の養成。

５）教育・研究・管理を担える能力をもった人材の養成。

看護学専攻理念

　生命尊重を基調とした高潔な人格形成を図るとともに，科学性，倫理性を基盤にした看護実践ができる専門職

の育成をめざします。さらに，将来において看護学の教育・研究・管理を担うことができるスペシャリストの育

成をめざし，保健・医療・福祉の充実や発展に寄与します。

放射線技術科学専攻理念

　放射線医療についてのしっかりとした基礎知識と技術を修得し，豊かな人間性と科学的な判断力を持ち，さら

に将来にわたり専門的知識と個々の患者さんを意識した医療技術を自ら高め，医療現場の管理と放射線技術科学

の教育，研究ができる人材を養成します。

検査技術科学専攻理念

　生命の尊厳，医の倫理を理解し，広い教養と専門知識をもち，広く国民の保健医療の向上と発展に寄与できる

創造性豊かな臨床検査技術者の養成をめざします。

保健学科のカリキュラムポリシー

　保健学科では，幅広い教養と豊かな人間力を基盤として，保健学の高度な専門性と実践的な臨床能力を兼ね備

えた人材を養成することをめざし，以下のようなカリキュラムを編成している。

１．「教養教育」を通じて，人間・文化・社会・自然に係る幅広い教養と豊かな人間性，高い倫理観を修得させる

とともに，持続可能な社会づくりの担い手たる資質としての進取の気風を身につけさせる。

２．「教養教育科目」及び「学科共通科目」の講義と様々な体験を通し，社会性及び人間関係の形成を理解させ，

医療人として必要な人間力とコミュニケーション能力，国際的な広い視野を修得させる。

３．「学科共通科目」及び「専門科目」を通じて，専門知識と技術を系統的，段階的に修得させる。知識・理解を

深めるための基礎科目，汎用的技能や態度・志向性を高めるための演習・実習，統合的な学習経験と創造的思

考力を育むための実習を通し，保健学の複合的な視点から高度な専門分野を理解させる。

４．客観的臨床能力評価に基づいて基本的臨床技能を修得させ，「臨地・臨床実習」を通じて，実践的な臨床能力

及び多様な問題解決能力を身につけさせる。　

５．「学科共通科目」及び「専門科目」の主体的な選択に基づく学習を通じて専門性を深化させ，「卒業研究」に

より自主的・創造的な学究の姿勢と専門分野における主体性・指導性を修得させる。

保　健　学　科
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保健学科看護学専攻

　看護学専攻では，幅広い教養と豊かな人間力を基盤として，ヒューマンケアを核とした看護学の専門性と実践

力を兼ね備え，将来において看護学のプロフェッショナルとなる人材を養成することをめざし，以下のようなカ

リキュラムを編成している。

１．「教養教育」を通じて，人間・文化・社会・自然に係る幅広い教養と豊かな人間性，高い倫理観を修得させる

とともに，超少子高齢化に対応した持続可能な社会づくりの担い手たる資質としての進取の気風を身につけさ

せる。

２．「教養教育科目」及び「学科共通科目」の講義と様々な体験を通し，社会性及び人間関係の形成を理解させ，

医療人として必要な人間力とコミュニケーション能力，国際的な広い視野を修得させる。

３．「学科共通科目」及び「専門科目」を通じて，専門知識と技術を系統的，段階的に修得させる。看護学に関す

る知識・理解を深めるための基礎科目，汎用的技能や態度・志向性を高めるための演習・実習，統合的な学習

経験と創造的思考力を育むための実習を通し，看護学の複合的な視点から高度な専門分野を理解させる。

４．客観的臨床能力評価に基づいて基本的臨床技能を修得させ，「臨地・臨床実習」を通じて，実践的な臨床能力

及び多様な問題解決能力を身につけさせる。

５．「学科共通科目」及び「専門科目」の主体的な選択に基づく学習を通じて看護学の専門性を深化させ，「卒業

研究」により看護学の発展に寄与する自主的・創造的な学究の姿勢と生涯にわたってキャリアを形成する力，

専門分野における主体性・指導性を修得させる。

保健学科放射線技術科学専攻及び検査技術科学専攻

　放射線技術科学専攻及び検査技術科学専攻では，幅広い教養と豊かな人間力を基盤として，保健学の高度な専

門性と実践的な臨床能力を兼ね備えた人材を養成することをめざし，以下のようなカリキュラムを編成している。

１．「教養教育」を通じて，人間・文化・社会・自然に係る幅広い教養と豊かな人間性，高い倫理観を修得させる

とともに，持続可能な社会づくりの担い手たる資質としての進取の気風を身につけさせる。

２．「教養教育科目」及び「学科共通科目」の講義と様々な体験を通し，社会性及び人間関係の形成を理解させ，

医療人として必要な人間力とコミュニケーション能力，国際的な広い視野を修得させる。

３．「学科共通科目」及び「専門科目」を通じて，専門知識と技術を系統的，段階的に修得させる。知識・理解を

深めるための基礎科目，汎用的技能や態度・志向性を高めるための演習・実習，統合的な学習経験と創造的思

考力を育むための実習を通し，保健学の複合的な視点から高度な専門分野を理解させる。

４．客観的臨床能力評価に基づいて基本的臨床技能を修得させ，「臨地・臨床実習」を通じて，実践的な臨床能力

及び多様な問題解決能力を身につけさせる。

５．「学科共通科目」及び「専門科目」の主体的な選択に基づく学習を通じて専門性を深化させ，「卒業研究」に

より自主的・創造的な学究の姿勢と専門分野における主体性・指導性を修得させる。

保健学科のディプロマポリシー

　次の能力を有すると認められた者に学士の学位を授与する。

１．知識・理解

　⑴　幅広い教養と専門分野に関する学問知識を修得している。　

　⑵　人間性・科学性及び国際性を身につけ，医療の担い手としての基本的能力を有する。

２．汎用的技能

　　患者・家族等及び医療チームのスタッフと円滑なコミュニケーションをとり，客観的評価に基づいた臨床能

力を持って医療人としての役割を果たすことができる。

３．態度・志向性

　　各専門分野で指導的立場に立ち，高度化・専門化する医療を支え，保健学の発展に寄与することができる。
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４．統合的な学習経験と創造的思考力

　　基礎理論から高度な臨床応用へ至る系統的かつ実践的な学習経験を基盤として，保健，医療，福祉分野の多

様化するニーズに対応し，最新の技術や医療情報に基づいて自らの能力・専門性を高めることができる。

保健学科看護学専攻

　次の能力を有すると認められた者に学士の学位を授与する。

１．知識・理解

　⑴　幅広い教養と看護学に関する学問知識を修得している。

　⑵　人間性・科学性及び国際性を身につけ，医療の担い手としての基本的能力を有する。

２．汎用的技能

　　患者・家族等及び医療チームのスタッフと円滑なコミュニケーションをとり，客観的評価に基づいた臨床能

力を持って医療人としての役割を果たすことができる。

３．態度・志向性

　　高度化・専門化する医療を支え，看護学の発展に寄与することができる。

４．統合的な学習経験と創造的思考力

　　基礎理論から高度な臨床応用へ至る系統的かつ実践的な学習経験を基盤として，保健，医療，福祉分野の多

様化するニーズに対応し，最新の技術や医療情報に基づいて自らの能力・専門性を高めることができる。

保健学科放射線技術科学専攻及び検査技術科学専攻

　次の能力を有すると認められた者に学士の学位を授与する。

１．知識・理解

　⑴　幅広い教養と専門分野に関する学問知識を修得している。

　⑵　人間性・科学性及び国際性を身につけ，医療の担い手としての基本的能力を有する。

２．汎用的技能

　　患者・家族等及び医療チームのスタッフと円滑なコミュニケーションをとり，客観的評価に基づいた臨床能

力を持って医療人としての役割を果たすことができる。

３．態度・志向性

　　各専門分野で指導的立場に立ち，高度化・専門化する医療を支え，保健学の発展に寄与することができる。

４．統合的な学習経験と創造的思考力

　　基礎理論から高度な臨床応用へ至る系統的かつ実践的な学習経験を基盤として，保健，医療，福祉分野の多

様化するニーズに対応し，最新の技術や医療情報に基づいて自らの能力・専門性を高めることができる。
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第　一　章

教育と学習案内
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　単位修得に関しては，各自十分注意し余裕のある単位修得に努められたい。

　もし，不注意により卒業できない等のことがある場合，責任は学生自身が負わなければならない。したがって，

単位修得の責任は自らにあることを自覚し，単位を修得されたい。

　なお，卒業に必要な単位数等は入学年度によって異なる場合があるので注意すること。

⑴　教養教育

　教養教育の授業科目については，医学部規則及び教養教育履修規則の定めるところによるが，医学部卒業の要

件として下表に掲げる科目（単位）を修得することとする。

医学科（２０２２年度に入学した者に適用）

所要単位数授　　　　　業　　　　　科　　　　　目区　　　　　　　　分

２単位※歴 史 と 文 化教 養 科 目 群

２単位※人 間 と 生 命

２単位※生 活 と 社 会

２単位※自 然 と 技 術

※ウ ェ ル ネ ス 総 合 演 習

＃グ ロ ー バ ル 科 目創 成 科 学 科 目 群

２単位＃イ ノ ベ ー シ ョ ン 科 目

＃地 域 科 学 科 目

６単位＃医 療 基 盤 科 目

１単位Ｓ Ｉ Ｈ 道 場基 礎 科 目 群

２単位高 大 接 続 科 目

１単位基 礎 数 学

２単位基 礎 物 理 学

２単位基 礎 物 理 学 実 験

２単位基 礎 化 学

２単位基 礎 生 物 学

２単位基 礎 生 物 学 実 験

２単位情 報 科 学

４単位英 語外 国 語 科 目 群

２単位初 修 外 国 語

２単位中欄中の※印の科目

２単位中欄中の＃印の科目

42単位合　　　　　　　　　　　　　計

１．単位の修得について
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医科栄養学科（２０２２年度に入学した者に適用）

所要単位数授　　　　　業　　　　　科　　　　　目区　　　　　　　　分

８単位

歴 史 と 文 化教 養 科 目 群

人 間 と 生 命

生 活 と 社 会

自 然 と 技 術

ウ ェ ル ネ ス 総 合 演 習

※グ ロ ー バ ル 科 目創 成 科 学 科 目 群

２単位イ ノ ベ ー シ ョ ン 科 目

※地 域 科 学 科 目

１単位Ｓ Ｉ Ｈ 道 場基 礎 科 目 群

２単位基 礎 数 学

４単位基 礎 化 学

２単位基 礎 化 学 実 験

２単位基 礎 生 物 学

２単位基 礎 生 物 学 実 験

２単位情 報 科 学

６単位英 語外 国 語 科 目 群

２単位初 修 外 国 語

２単位中欄中の※印の科目

35単位合　　　　　　　　　　　　　計

保健学科（２０２２年度に入学した者に適用）

　看護学専攻

所要単位数授　　　　　業　　　　　科　　　　　目区　　　　　　　　分

４単位歴 史 と 文 化教 養 科 目 群

４単位人 間 と 生 命

４単位生 活 と 社 会

４単位自 然 と 技 術

※グ ロ ー バ ル 科 目創 成 科 学 科 目 群

２単位※イ ノ ベ ー シ ョ ン 科 目

※地 域 科 学 科 目

※医 療 基 盤 科 目

１単位Ｓ Ｉ Ｈ 道 場基 礎 科 目 群

２単位情 報 科 学

６単位英 語外 国 語 科 目 群

２単位初 修 外 国 語

２単位中欄中の※印の科目

31単位合　　　　　　　　　　　　　計
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　放射線技術科学専攻

所要単位数授　　　　　業　　　　　科　　　　　目区　　　　　　　　分

２単位歴 史 と 文 化教 養 科 目 群

４単位人 間 と 生 命

２単位生 活 と 社 会

４単位自 然 と 技 術

※グ ロ ー バ ル 科 目創 成 科 学 科 目 群

２単位イ ノ ベ ー シ ョ ン 科 目

※地 域 科 学 科 目

※医 療 基 盤 科 目

１単位Ｓ Ｉ Ｈ 道 場基 礎 科 目 群

２単位基 礎 数 学

２単位基 礎 物 理 学

２単位基 礎 化 学

２単位基 礎 生 物 学

２単位情 報 科 学

６単位英 語外 国 語 科 目 群

２単位初 修 外 国 語

４単位
（各科目２単位を
上限とする。）

中欄中の※印の科目

37単位合　　　　　　　　　　　　　計

　検査技術科学専攻

所要単位数授　　　　　業　　　　　科　　　　　目区　　　　　　　　分

２単位※歴 史 と 文 化教 養 科 目 群

２単位※人 間 と 生 命

２単位※生 活 と 社 会

２単位※自 然 と 技 術

※ウ ェ ル ネ ス 総 合 演 習

２単位＃グ ロ ー バ ル 科 目創 成 科 学 科 目 群

２単位＃イ ノ ベ ー シ ョ ン 科 目

＃地 域 科 学 科 目

２単位＃医 療 基 盤 科 目

１単位Ｓ Ｉ Ｈ 道 場基 礎 科 目 群

２単位基 礎 化 学

２単位基 礎 生 物 学

２単位情 報 科 学

６単位英 語外 国 語 科 目 群

２単位初 修 外 国 語

４単位中欄中の※印の科目

２単位中欄中の＃印の科目

35単位合　　　　　　　　　　　　　計
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⑵　専門教育

　専門教育の授業科目については，医学部規則の定めるところによるが，医学部卒業の要件として次に掲げる専

門教育科目表の単位を修得することとする。

医 学 科 専 門 教 育 科 目 表 ⑴

単位数授　　業　　細　　目授　業　科　目

４解剖学Ⅰ・解剖学Ⅰ実習

基 礎 医 学 ⑴

４解剖学Ⅱ・解剖学Ⅱ実習

２生化学

２寄生虫学・免疫学／寄生虫学実習・免疫学実習

２生理学

２細菌学・細菌学実習

２ウイルス学・ウイルス学実習

２基礎医学統合実習

２０小　　　　　　　　計

２病理学Ⅰ・病理学Ⅰ実習

基 礎 医 学 ⑵
２病理学Ⅱ・病理学Ⅱ実習

２薬理学

６小　　　　　　　　計

２予防医学

社 会 医 学

１公衆衛生学

１遺伝情報医学

２法医学

１社会医学実習

７小　　　　　　　　計

１６医 学 研 究 実 習

２臨床医学入門コース

系 統 別 病 態 診 断

４循環器コース

２血液コース

２内分泌・代謝コース

４消化器コース

３呼吸器コース

１アレルギー・自己免疫コース

２腎・尿路・男性生殖器コース

４神経・精神・行動コース

２運動器コース

４周産期・小児・女性生殖器コース

３皮膚・感覚器コース

３３小　　　　　　　　計
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単位数授　　業　　細　　目授　業　科　目

１医 学 英 語

８臨 床 実 習 入 門

２内分泌代謝・血液内科学

診 療 参 加 型 臨 床 実 習

２消化器内科学

２呼吸器・膠原病内科学

２精神医学

２小児科学

２消化器・小児外科学

２胸部内分泌腫瘍外科学

２整形外科学

２脳神経外科学

２皮膚科学

２泌尿器科学

２眼科学

２耳鼻咽喉科学

１放射線科学

２産科婦人科学

１麻酔・疼痛治療医学

２腎臓内科学

２心臓血管外科学

２形成外科学

２神経内科学

２救急集中治療医学

２循環器内科学

１地域医療学

１臨床病理

５選択実習Ⅰ

５選択実習Ⅱ

５選択実習Ⅲ

５指定学外実習Ⅰ

５指定学外実習Ⅱ

６９小　　　　　　　　計

１重 点 セ ミ ナ ー

１６１合　　　　　　　　計

注　講義及び実験・実習は30時間の授業をもって１単位とする。
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単　　　　　位　　　　　数
授　　　　業　　　　科　　　　目区　　分

選　　　　　択必　　　　　修

４公衆衛生学
社
会
・
環
境
と
健
康

専　
　
　
　

門　
　
　
　

基　
　
　
　

礎　
　
　
　

分　
　
　
　

野

２保健医療福祉学

１※栄養情報処理学実習

１公衆衛生学実習

１栄養公衆衛生学演習

４人体構造機能学

及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

人
体
の
構
造
と
機
能

２生化学・分子生物学

４臨床医学入門

２微生物学

２生物有機化学

１人体構造機能学実習

２生化学実験

１微生物学実習

２栄養生物学

４食品学基礎

食

べ

物

と

健

康

２食品プロセス学

２食品衛生学

２食品素材学

２※食品学実験

１食品プロセス学実習

１食品衛生学実習

１食品健康学演習

５３９小　　　　　　　　計

２基礎栄養学栄
養
学

基　

礎

専　

門　

分　

野

１基礎栄養学実習

２栄養生理機能学

応
用
栄
養
学

２ライフステージ栄養学

２応用栄養学

１栄養生理機能学実習

１応用栄養学実習

１応用栄養学演習

医科栄養学科専門教育科目表
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注１　講義及び演習は15時間，実験及び実習は45時間の授業をもって１単位とする。

　２　卒業に要する修得単位は，教養教育科目については35単位，専門教育科目については91単位（うち必修科目86単

位，選択科目のうち５単位）計126単位とする。

　３　栄養士の資格は，卒業要件を満たすことにより，取得することができる。

　４　管理栄養士国家試験の受験資格を取得しようとする者は，選択科目のうち※印の科目をすべて履修する。

単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　　　　択必　　　　　修

２栄養カウンセリング論
栄
養
教
育
論

専　
　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　

分　
　
　
　
　
　
　
　
　

野

２栄養教育論１

２※栄養教育論２

１栄養教育論実習

４臨床栄養学

臨

床

栄

養

学

１臨床栄養アセスメント

２※臨床栄養管理学

２※栄養と薬

１臨床栄養学実習

１病態栄養学実習

１データ解析学

１食事管理学

２経腸栄養管理学

２疾患栄養管理学Ⅰ

２疾患栄養管理学Ⅱ

２公衆栄養学
公
衆
栄
養
学

２※地域公衆栄養学

１公衆栄養学実習

１※実践栄養学演習

２給食栄養管理論給
食
経
営
管
理
論

２給食運営管理論

１給食栄養管理論実習

１給食運営管理論実習

１※臨床栄養学総合演習総
合
演
習 １※ライフステージ栄養学総合演習

２※臨床栄養管理学実習（病院）臨
地
実
習

１※公衆栄養学実習（保健所等）

１給食経営管理論実習（学校）

３卒業研究（実験）
そ
の
他

２外書講読

２栄養英語

１６４７小　　　　　　　　計

２１８６合　　　　　　　　計
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　看護学専攻

保健学科専門教育科目表

単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　択必　　修

１人間関係論

人　
　
　
　

間
学　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　

通　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

１生化学Ⅰ（生体分子の構造と機能）

１解剖生理学Ⅰ（基礎知識・消化器・呼吸器）

１解剖生理学Ⅱ（循環器・血液・腎臓）

１解剖生理学Ⅲ（脳神経・感覚器・自律神経・内分泌）

１解剖生理学Ⅳ（骨・筋肉・免疫・生殖・老化）

１衛生学

環　
　

境

１保健学概論

１医療経済論

１社会福祉概論

１放射線衛生学

医　
　
　
　

療

１※医療安全管理学

１介護実習

１チーム医療論

１教育指導論

１薬理学

健　
　
　
　

康

１栄養学

１精神保健

１免疫学Ⅰ（臨床免疫学）

１病理学Ⅰ（基礎）

１医学統計学

１＊医学統計学演習

８１４小　　　　　　　　計

１疾病論Ⅰ（精神疾患）

専　

門　

基　

礎

専　
　

門　
　

科　
　

目

１疾病論Ⅱ（感染症・循環器疾患・婦人疾患）

１疾病論Ⅲ（呼吸器疾患・自己免疫疾患・腎臓疾患）

１疾病論Ⅳ（消化器疾患・血液疾患・代謝・内分泌疾患）

１疾病論Ⅴ（脳神経疾患・外科疾患・麻酔）

１疾病論Ⅵ（母性疾患）

１疾病論Ⅶ（小児疾患）
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単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　択必　　修

２看護学概論

基

礎

看

護

学

専　
　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

１看護理論

１看護技術Ⅰ（療養生活・環境）

２看護技術Ⅱ（安全安楽と回復の促進）

１看護技術Ⅲ（診察の補助）

１看護技術Ⅳ（看護過程）

１ヘルスアセスメント

１基礎看護学実習Ⅰ（療養環境の理解）

２基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開）

１リスクマネジメント

２成人看護学概論

成

人

・

高

齢

者

看

護

学

２成人援助論Ⅰ（急性期）

２成人援助論Ⅱ（慢性期）

１♯リハビリテーション看護論

１♯がん看護論

２成人看護学実習Ⅰ（急性期）

４成人看護学実習Ⅱ（慢性期）

２高齢者看護学概論

２高齢者援助論

２高齢者看護学実習

２母性看護学概論

母

性

・

小

児

看

護

学

２母性援助論

２小児看護学概論

２小児援助論

２母性看護学実習

２小児看護学実習

１＊子育て支援論

１＊子どものメンタルヘルス

２精神看護学概論

地

域

・

精

神

看

護

学

２精神看護援助論

２精神看護学実習

２在宅看護学概論

２在宅看護援助論

２在宅看護学実習

１地域看護学概論Ⅰ（地域で暮らす人々の理解）

１地域看護学概論Ⅱ（地域看護・公衆衛生）
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単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　択必　　修

２＊公衆衛生看護学概論

地　

域　

・　

精　

神　

看　

護　

学

専　
　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

３＊公衆衛生看護援助論

５＊公衆衛生看護学実習

２＊ケアマネジメント

１＊健康教育方法論

１＊産業保健看護論

４＊保健医療福祉行政論

１＊公衆衛生看護管理論

１健康管理論

２＊疫学

１＊ケアシステム論

１※＊学校保健論

１※養護概説Ⅰ（養護教諭の役割と専門性）

１※養護概説Ⅱ（養護活動の展開）

１※健康相談活動

１原書講読Ⅰ（原書の読解）

総　
　

合　
　

看　
　

護　
　

学

１原書講読Ⅱ（研究論文）

１＃†家族看護学

１†看護管理学

１†看護教育学

１看護研究

１看護倫理

１＃国際看護学概論

１＃国際看護活動論

１災害看護

２看護導入実習

２看護統合実習

３６７３小　　　　　　　　計

４卒業研究卒 業 研 究

４小　　　　　　　　計

４４９１合　　　　　　　　計

注１　選択科目の６単位は，学科共通科目の中から３単位，専門科目の†印の科目から１単位以上を含む３単位を履修す

る。

　２　保健師国家試験の受験資格を取得しようとする者は，選択科目のうち＊印の科目すべて及び♯印の科目から３単位

以上を履修し，かつ，注１に規定する要件を満たさなければならない。ただし，注１の選択科目に医学統計学演習を

含めることはできない。

　３　養護教諭一種免許状の所要資格を取得しようとする者は，選択科目のうち※印の科目をすべて履修し，かつ，注１

に規定する要件を満たさなければならない。
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　放射線技術科学専攻

単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　択必　　修

１人間関係論

人　
　
　
　
　

間学　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　

通　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

１生化学Ⅰ（生体分子の構造と機能）

１解剖生理学Ⅰ（基礎知識・消化器・呼吸器）

１解剖生理学Ⅱ（循環器・血液・腎臓）

１解剖生理学Ⅲ（脳神経・感覚器・自律神経・内分泌）

１解剖生理学Ⅳ（骨・筋肉・免疫・生殖・老化）

１衛生学

環　
　

境

１保健学概論

１医療経済論

１社会福祉概論

１放射線衛生学

医　
　
　
　
　

療

１医療安全管理学

１介護実習

１チーム医療論

１教育指導論

１薬理学

健　
　
　
　
　

康

１栄養学

１精神保健

１免疫学Ⅰ（臨床免疫学）

１病理学Ⅰ（基礎）

１医学統計学

１医学統計学演習

９１３小　　　　　　　　計

２放射線生物学

医

用

放

射

線

科

学

専

門

科

目

１放射線計測学

１放射線物理学Ⅱ（発展）

１放射化学Ⅱ（発展）

１医用データ科学Ⅰ（基礎）

１医用データ科学Ⅱ（発展）

２放射線機器工学Ⅰ（基礎）

１放射線機器工学Ⅱ（発展）
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単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　択必　　修

１放射線機器工学実習

医

用

放

射

線

科

学
専　
　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

１医用画像機器工学

１医用画像機器工学実習

１磁気共鳴画像学

１核医学計測学

１核医学計測学実習

１核医学検査機器工学

１放射線計測学実習

１放射線治療機器工学

２画像基礎論

２医用画像情報学Ⅰ（医用画像処理・解析）

２医用画像情報学Ⅱ（臨床画像解析）

２画像解剖学Ⅰ（躯幹部画像解剖）

診

療

放

射

線

技

術

学

１画像解剖学Ⅱ（中枢神経・骨格系画像解剖）

２診療画像学Ⅰ（一般撮影・透視撮影・歯科撮影検査）

１診療画像学実習

１診療画像学Ⅱ（各種造影・超音波・眼底撮影検査）

１ＣＴ画像技術学

１ＭＲＩ技術学

２核医学技術学

１核医学技術学実習

２放射線治療技術学

１放射線治療技術学演習

２放射線腫瘍学

１関係法規

２放射線管理学

１放射線管理学実習

１実践医療安全管理学

１実践臨床画像学

１実践臨床技能実習

２実践医療安全管理学実習

６診療画像学臨床実習

２核医学検査技術学臨床実習

２放射線治療技術学臨床実習
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単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　択必　　修

１臨床医学概論

専　
　
　
　
　
　
　

攻　
　
　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　
　
　

通

専　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　

目

１画像病態学

１保健科学

１基礎医科学実習

２放射線物理学Ⅰ（基礎）

１放射化学Ⅰ（基礎）

１放射化学実習

１応用数学Ⅰ（代数学・解析学）

１応用数学Ⅱ（フーリエ解析・偏微分方程式）

２電気電子工学

１電気電子工学実習

２医用工学

１医用工学実習

１専門外国語

１データ科学入門

１医用情報処理学演習

１国際医療活動論

２７９小　　　　　　　　計

４卒業研究卒 業 研 究

４小　　　　　　　　計

１１９６合　　　　　　　　計

注　選択科目の３単位は，学科共通科目及び専門科目の中から３単位を履修する。
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　検査技術科学専攻

単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　択必　　修

１人間関係論

人　
　
　
　
　
　

間

学　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　

通　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

１生化学Ⅰ（生体分子の構造と機能）

１解剖生理学Ⅰ（基礎知識・消化器・呼吸器）

１解剖生理学Ⅱ（循環器・血液・腎臓）

１解剖生理学Ⅲ（脳神経・感覚器・自律神経・内分泌）

１解剖生理学Ⅳ（骨・筋肉・免疫・生殖・老化）

１衛生学

環　
　
　

境

１保健学概論

１医療経済論

１社会福祉概論

１放射線衛生学

医　
　
　
　
　
　

療

１医療安全管理学

１介護実習

１チーム医療論

１教育指導論

１※薬理学

健　
　
　
　
　

康

１栄養学

１精神保健

１免疫学Ⅰ（臨床免疫学）

１病理学Ⅰ（基礎）

１医学統計学

１医学統計学演習

９１３小　　　　　　　　計

１生化学Ⅱ（疾病と生化学的変化）

機
能
系
検
査
学

専

門

科

目

１生化学実習

１保健学

１環境衛生学

１保健環境学実習
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単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　択必　　修

２生化学的検査Ⅰ（測定基礎原理・各論）

機　
　

能　
　

系　
　

検　
　

査　
　

学
専　
　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

２生化学的検査Ⅱ（各論・機能検査）

４生化学検査学実習

１放射性同位元素検査技術学

１生理学実習

２生理検査学Ⅰ（循環器系・呼吸器系・感覚系検査）

２生理検査学Ⅱ（神経・筋系検査）

１画像検査学

３生理検査学実習

２画像検査学実習

１臨床画像検査学

１分析化学

１解剖組織学実習

形　
　

態　
　

系　
　

検　
　

査　
　

学

１病理学Ⅱ（応用）

１細胞診断学実習

１病理検査学

４病理検査学実習

１微生物学Ⅰ（微生物学総論）

１微生物学Ⅱ（感染症の病原体とその検査・基礎）

１臨床微生物学Ⅰ（感染症の病原体とその検査・細菌）

１臨床微生物学Ⅱ（感染症の病原体とその検査・真菌とウイルス）

５微生物学実習

１寄生虫学

１寄生虫学実習

１臨床血液学Ⅰ（血液学的検査・止血学的検査・染色体検査）

１臨床血液学Ⅱ（細胞成分と出血・止血の基礎）

３臨床血液学実習

１免疫学Ⅱ（輸血医療と移植免疫）

１免疫検査学

１輸血検査学
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単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　択必　　修

３免疫検査学実習

形

態

系

検

査

学

専　
　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

２輸血検査学実習

１分子遺伝学

１遺伝学

１遺伝子検査学Ⅰ（遺伝子検査の基礎）

１遺伝子検査学Ⅱ（遺伝子検査の応用）

２検査機器総論

専　
　
　
　
　

攻　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　

通

１医用工学概論

１医用工学実習

２臨床医学総論

２臨床病理学総論

１臨床検査総論Ⅰ（臨床検査・尿検査・採血）

１臨床検査総論Ⅱ（尿沈渣・便・体液・喀痰検査）

２臨床検査総論実習

２臨床検査総論管理学

１医療法規

１臨床技能実習

１電子計算機概論

１電子計算機概論演習

２専門外国語

１病態栄養と臨床検査

２※健康食品学

１※健康食品法規

１国際医療活動論

１統合臨床検査学

６８３小　　　　　　　　計

４　卒業研究卒 業 研 究

４小　　　　　　　　計

１５１００合　　　　　　　　計

注１　選択科目の３単位は，学科共通科目及び専門科目の中から３単位を履修する。

　２　健康食品管理士認定試験の受験資格を取得しようとする者は，選択科目のうち※印の科目をすべて履修する。
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平成30年１月16日

学　 長　 制　 定

（目的）

第１条　この要領は，徳島大学（以下「本学」という。）の学部教育において学生に一定水準以上の語学力，コ

ミュニケーション力及び自己主導型学修力を身に付けさせるため，徳島大学語学マイレージ・プログラム（以

下「マイレージ・プログラム」という。）の実施について必要な事項を定めるものとする。

（マイレージ・プログラム）

第２条　マイレージ・プログラムは，語学に関して，学生が修得した内容を客観的に評価する。

（対象者）

第３条　マイレージ・プログラムの対象者は，本学の学部学生とする。

（マイレージポイント）

第４条　第２条の評価は，学生が修得した内容について，次の各号に掲げる事項ごとにマイレージポイントに数

値化することにより行う。

　⑴　教養教育科目のうち語学教育に関し各学部が指定する授業科目の成績

　⑵　専門教育科目のうち語学教育に関し各学部が指定する授業科目の成績

　⑶　外国語技能検定試験の成績

　⑷　教養教育院語学教育センターが実施する語学教育プログラムの履修

　⑸　語学留学の実績

　⑹　各学部が実施する語学教育プログラムの履修

　⑺　その他本学がマイレージ・プログラムの対象として認めた事項

（マイレージレベル）

第５条　学部長は，学生に対して，取得したマイレージポイントの合計に応じて次項に定めるマイレージレベル

を付与する。

２　前項のマイレージレベルの区分は，次の各号に掲げるとおりとする。

　⑴　プラチナクラス

　⑵　ゴールドクラス

　⑶　ブロンズクラス

　⑷　フリークエントクラス

　⑸　ビジタークラス

（マイレージポイントの認定）

第６条　学部長は，学生が次の各号に該当する場合は，学生の申し出に基づき，修得単位及び学修をマイレージ

ポイントとして認定することができる。

　⑴　学則第34条の２の規定により他の大学又は短期大学において単位を修得したとき。

　⑵　学則第34条の３の規定により大学以外の教育施設等において学修したとき。

　⑶　学則第34条の４の規定により外国の大学又は短期大学において単位を修得したとき。

　⑷　学則第34条の５の規定により既修得単位の認定を受けたとき。

（表彰）

第７条　学部長は，マイレージレベルが上位にある学生に対し，学部長表彰を行うことができる。

２　学部長は，第５条第２項に定めるマイレージレベルにおいてプラチナクラスを付与された学生のうちから特

に優秀な成績を修めた者を，学長表彰の対象として推薦することができる。

２．徳島大学語学マイレージ・プログラム実施要領
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（証明書の交付）

第８条　学部長は，学生から当該学生の語学能力について証明の願い出があったときは，別記様式により証明書

を交付するものとする。

（事務）

第９条　マイレージ・プログラムに関する事務は，学務部教育支援課及び各学部事務部が行う。

（雑則）

第10条　この要領に定めるもののほか，マイレージ・プログラムの実施について必要な事項は，学部長及び教養

教育院長が別に定める。

附　則

　この要領は，平成30年４月１日から実施し，平成30年度入学者から適用する。ただし，歯学部歯学科の２年次

に編入学する者については平成31年10月１日から，医学部保健学科及び理工学部理工学科の３年次に編入学する

者並びに生物資源産業学部生物資源産業学科に入学する者については平成32年４月１日から，生物資源産業学部

生物資源産業学科の２年次に編入学する者については平成33年４月１日から，それぞれ適用する。
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平成30年３月８日

医 学 部 長 裁 定

　徳島大学語学マイレージ・プログラム実施要領（平成30年１月16日学長制定。以下「実施要領」という。）の規

定に基づき，医学部（以下「本学部」という。）において実施する語学マイレージ・プログラム（以下「マイレー

ジ・プログラム」という。）に関し必要な事項を次のとおり定める。
　

１　マイレージ・プログラムの対象とする語学は，英語とする。

２　本学部各学科・専攻のマイレージ・プログラムの対象とする科目等は，次表に掲げるとおりとし，学生が同

表の科目等を履修したときは，学生は同表のマイレージポイントを取得することができる。
　

　①　医学科

３．医学部における語学マイレージ・プログラムの取扱い

備　　　考ポイント授業科目名等区　　　分

注１120～200発信型英語教養教育科目

注２ 60～100terminology
専門教育科目 注３ 60～100論文読解・抄録作成

 60～100医学英語

注４310～677TOEFL ITP外国語技能検定

0～上限なし語学教育センターが実施するプログラム

留学１回につき30～200語学留学

参加のみ１回につき1　   

English＋の活動への参加 プレゼン等１回につき2　   

企画担当１回につき3　   

参加のみ１回につき1　   

USMLE勉強会への参加 プレゼン等１回につき2　   

企画担当１回につき3　   

受験　注５20　    USMLE
合格100　     

受験　注５5　    

日本医学英語検定試験

基礎級（４級）30　    

準応用級（準３級）45　    

応用級（３級）60　    

プロフェッショナル級（２級）100　     

エキスパート級（１級）200　     

１日につき1　   留学生のキャンパスアテンダント担当

参加のみ１回につき1　   

留学生との交流会・勉強会・講習会 プレゼン等１回につき2　   

企画担当１回につき3　   

学会発表１回につき20　    国際学会発表（演者のみ）

論文発表１回につき50　    英語論文発表（筆頭著者のみ）

文化交流１回につき20　    
海外留学

実習１週につき30　    

0～80スーパー英語

0～上限なし高等教育研究センターが実施するプログラム

（注１）評点を２倍する。

（注２）「基礎医学Ⅰ」，「基礎医学Ⅱ」，「社会医学」のそれぞれのterminologyについての成績を集計し，100点満点に
換算する。

（注３）「医学研究実習」において英語論文読解と英文抄録作成を評価し，100点満点に換算する。

（注４）TOEFL iBTを受験した場合は，TOEFL ITP成績に換算してポイント化する。
（注５）不合格の場合は受験ポイントのみを付与し，合格の場合は規定のポイントに加えて受験ポイントを付与する。
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　②　医科栄養学科

　③　保健学科看護学専攻

備　　　考ポイント授業科目名等区　　　分

注１120～200主題別英語
教養教育科目

注２120～200発信型英語

注３120～200

栄養英語

専門教育科目
外書講読

臨床栄養学総合演習

ライフステージ栄養学総合演習

注４310～677TOEFL ITP外国語技能検定

0～上限なし語学教育センターが実施するプログラム

留学１回につき30～200語学留学

参加のみ１回につき1　   

English＋の活動への参加 プレゼン等１回につき2　   

企画担当１回につき3　   

受験　注５5　   

日本医学英語検定試験

基礎級（４級）30　    

準応用級（準３級）45　    

応用級（３級）60　    

プロフェッショナル級（２級）100　     

エキスパート級（１級）200　     

１日につき1　   留学生のキャンパスアテンダント担当

参加のみ１回につき1　   

留学生との交流会・勉強会・講習会 プレゼン等１回につき2　   

企画担当１回につき3　   

学会発表１回につき20　    国際学会発表（演者のみ）

論文発表１回につき50　    英語論文発表（筆頭著者のみ）

文化交流１回につき20　    
海外留学

実習１週につき30　    

0～80スーパー英語

0～上限なし高等教育研究センターが実施するプログラム

（注１）主題別英語については，２授業題目を履修することとし，それぞれの授業題目に対して60～100ポイントを付

与する。

（注２）評点を２倍する。

（注３）４科目の中から高得点の２科目を採用する。履修が１科目の場合は評点を２倍する。

（注４）その他の外国語技能検定試験（英語）の成績については，TOEFL ITP成績に換算してポイント化する。
（注５）不合格の場合は受験ポイントのみを付与し，合格の場合は規定のポイントに加えて受験ポイントを付与する。

備　　　考ポイント授業科目名等区　　　分

注１120～200主題別英語
教養教育科目

注２120～200発信型英語

注３
 60～100原書講読Ⅰ

専門教育科目
 60～100国際看護学概論

注４310～677TOEFL ITP外国語技能検定

      0～上限なし語学教育センターが実施するプログラム

留学１回につき30～200語学留学

参加のみ１回につき1　   

English＋の活動への参加 プレゼン等１回につき2　   

企画担当１回につき3　   

受験　注５5　    

日本医学英語検定試験 基礎級（４級）30　    

準応用級（準３級）45　    
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　④　保健学科放射線技術科学専攻

備　　　考ポイント授業科目名等区　　　分

応用級（３級）60　    

日本医学英語検定試験 プロフェッショナル級（２級）100　     

エキスパート級（１級）200　     

１日につき1　   留学生のキャンパスアテンダント担当

学会発表１回につき20　    国際学会発表（演者のみ）

論文発表１回につき50　    英語論文発表（筆頭著者のみ）

１週につき30　    海外留学

0～80スーパー英語

 0～300看護学専攻が実施する英語学修プログラム

0～上限なし高等教育研究センターが実施するプログラム

（注１）主題別英語については，２授業題目を履修することとし，それぞれの授業題目に対して60～100ポイントを付

与する。

（注２）評点を２倍する。

（注３）履修が１科目の場合は評点を1.6倍する。

（注４）その他の外国語技能検定試験（英語）の成績については，TOEFL ITP成績に換算してポイント化する。
（注５）不合格の場合は受験ポイントのみを付与し，合格の場合は規定のポイントに加えて受験ポイントを付与する。

備　　　考ポイント授業科目名等区　　　分

注１120～200主題別英語
教養教育科目

注２120～200発信型英語

注３
 60～100専門外国語

専門教育科目
 60～100国際医療活動論

注４310～677TOEFL ITP外国語技能検定

0～上限なし語学教育センターが実施するプログラム

留学１回につき30～200語学留学

参加のみ１回につき1　   

English＋の活動への参加 プレゼン等１回につき2　   

企画担当１回につき3　   

受験　注５5　    

日本医学英語検定試験

基礎級（４級）30　    

準応用級（準３級）45　    

応用級（３級）60　    

プロフェッショナル級（２級）100　     

エキスパート級（１級）200　     

１日につき1　   留学生のキャンパスアテンダント担当

学会発表１回につき20　    国際学会発表（演者のみ）

論文発表１回につき50　    英語論文発表（筆頭著者のみ）

１週につき30　    海外留学

0～80スーパー英語

 0～300放射線技術科学専攻が実施する英語学修プログラム

0～上限なし高等教育研究センターが実施するプログラム

（注１）主題別英語については，２授業題目を履修することとし，それぞれの授業題目に対して60～100ポイントを付

与する。

（注２）評点を２倍する。

（注３）履修が１科目の場合は評点を1.6倍する。

（注４）その他の外国語技能検定試験（英語）の成績については，TOEFL ITP成績に換算してポイント化する。
（注５）不合格の場合は受験ポイントのみを付与し，合格の場合は規定のポイントに加えて受験ポイントを付与する。
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　⑤　保健学科検査技術科学専攻

３　本学部が定めるマイレージレベルは，次表に掲げるとおりとし，前項の規定により学生が取得したマイレー

ジポイントの合計に応じて，学部長が学生に付与する。

４　実施要領第６条に定めるマイレージポイントの認定は，本学の教養教育科目に相当する授業科目は大学教育

委員会の予備審査に基づき本学部教授会の議を経て，本学の専門教育科目に相当する授業科目は本学部教授会

の議を経て，学部長が行う。

備　　　考ポイント授業科目名等区　　　分

注１120～200主題別英語
教養教育科目

注２120～200発信型英語

注３
 60～100専門外国語

専門教育科目
 60～100国際医療活動論

注４310～677TOEFL ITP外国語技能検定

0～上限なし語学教育センターが実施するプログラム

留学１回につき30～200語学留学

参加のみ１回につき1　   

English＋の活動への参加 プレゼン等１回につき2　   

企画担当１回につき3　   

受験　注５5　    

日本医学英語検定試験

基礎級（４級）30　    

準応用級（準３級）45　    

応用級（３級）60　    

プロフェッショナル級（２級）100　     

エキスパート級（１級）200　     

１日につき1　   留学生のキャンパスアテンダント担当

学会発表１回につき20　    国際学会発表（演者のみ）

論文発表１回につき50　    英語論文発表（筆頭著者のみ）

１週につき30　    海外留学

0～80スーパー英語

 0～300検査技術科学専攻が実施する英語学修プログラム

0～上限なし高等教育研究センターが実施するプログラム

（注１）主題別英語については，２授業題目を履修することとし，それぞれの授業題目に対して60～100ポイントを付

与する。

（注２）評点を２倍する。

（注３）履修が１科目の場合は評点を1.6倍する。

（注４）その他の外国語技能検定試験（英語）の成績については，TOEFL ITP成績に換算してポイント化する。
（注５）不合格の場合は受験ポイントのみを付与し，合格の場合は規定のポイントに加えて受験ポイントを付与する。

マイレージポイント合計マイレージレベル

１，２００以上プラチナクラス

１，０００～１，１９９ゴールドクラス

７００～９９９ブロンズクラス

６００～６９９フリークエントクラス

６００未満ビジタークラス
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５　学部長は，転学部が許可された学生の受入れ又は学生の転学科を決定したときは，本学部教授会の議を経て，

当該学生に係る転学部又は転学科前の科目等の履修を第２項に定める科目等の履修とみなし，同項に定めるマ

イレージポイントを再度付与することができる。

６　学生は，徳島大学医学部規則第14条に規定する卒業の要件として，本学部規則で定める単位を取得するほか，

第３項に定めるマイレージレベルのうちプラチナクラス，ゴールドクラス，ブロンズクラスのいずれかを有し

ていなければならない。

７　学部長は，学生が次の各号に掲げる要件を満たした場合は，当該学生に対し卒業時に学部長表彰を行うこと

ができる。

　⑴　付与されたマイレージレベルがゴールドクラス以上であること。

　⑵　医学科においては，付与されたマイレージレベルがゴールドクラスであるとともに，医学科卒業時コンピ

テンス・コンピテンシーで定めた「７．国際的能力」について高いレベルに到達していると評価できる者で

あること。

８　学部長は，学生が次の各号掲げる要件を満たした場合は，当該学生を学長表彰に推薦することができる。

　⑴　付与されたマイレージレベルがプラチナクラス以上であること。

　⑵　医学科においては，付与されたマイレージレベルがプラチナクラスであるとともに，医学科卒業時コンピ

テンス・コンピテンシーで定めた「７．国際的能力」について高いレベルに到達していると評価できる者で

あること。

　　　附　則

　この取扱いは，平成30年４月１日から実施し，平成30年度入学者から適用する。ただし，医学部保健学科の３

年次に編入学する者については平成32年４月１日から適用する。

　　　附　則（平成30年９月20日改正）

　この取扱いは，平成30年９月20日から実施し，平成30年度入学者から適用する。ただし，医学部保健学科の３

年次に編入学する者については平成32年４月１日から適用する。

　　　附　則（令和３年３月11日改正）

　この取扱いは，令和３年４月１日から実施する。
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⑴　栄養学士号修得に要する取得単位は，教養教育科目については35単位，専門教育科目については，91単位

（うち必修科目86単位，選択科目のうち５単位）計126単位とする。

　　栄養学士号取得（卒業）すると，栄養士免許の資格が取得できる。

⑵　教養教育科目35単位，専門教育科目103単位（必修科目86単位，選択科目は表１において＊印を付した科

目17単位）を修得した場合は，栄養士の資格を取得するとともに，管理栄養士国家試験の受験資格を取得する

ことができる。

＊　以上の各資格取得のための単位取得必要条件を本学のカリキュラム上の科目名と単位数で示したものが表２

である。

　　　　　管理栄養士国家試験の科目

　　　社会・環境と健康

　　　人体の構造と機能及び疾病の成り立ち

　　　食べ物と健康

　　　基礎栄養学

　　　応用栄養学

　　　栄養教育論

　　　臨床栄養学

　　　公衆栄養学

　　　給食経営管理論

　　　　　上記単位を取得しなければ，いうまでもなく，卒業や国家試験受験資格を失い，しかも栄養士業務に

関わる就職は不可能である。

⑶　本学卒業生は食品衛生管理者及び食品衛生監視員資格に採用されるための任用資格が与えられる。

４．医科栄養学科取得単位と資格について
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　表１　資格取得のための必要単位数と科目について

＊管理栄養士必修
単　位　数

科　　　　　　　目　　　　　　　名
（選択）必　修

4公衆衛生学
2保健医療福祉学

＊⑴栄養情報処理学実習
1公衆衛生学実習
1栄養公衆衛生学演習
4人体構造機能学
2生化学・分子生物学
4臨床医学入門
2微生物学
2生物有機化学
1人体構造機能学実習
2生化学実験
1微生物学実習
2栄養生物学
4食品学基礎
2食品プロセス学
2食品衛生学

⑵食品素材学
＊⑵食品学実験

1食品プロセス学実習
1食品衛生学実習
1食品健康学演習

2基礎栄養学
1基礎栄養学実習
2栄養生理機能学
2ライフステージ栄養学
2応用栄養学
1栄養生理機能学実習
1応用栄養学実習
1応用栄養学演習
2栄養カウンセリング論
2栄養教育論１

＊⑵栄養教育論２
1栄養教育論実習
4臨床栄養学
1臨床栄養アセスメント

＊⑵臨床栄養管理学
＊⑵栄養と薬

1臨床栄養学実習
1病態栄養学実習
1データ解析学
1食事管理学
2経腸栄養管理学
2疾患栄養管理学Ⅰ
2疾患栄養管理学Ⅱ
2公衆栄養学

＊⑵地域公衆栄養学
1公衆栄養学実習

＊⑴実践栄養学演習
2給食栄養管理論
2給食運営管理論
1給食栄養管理論実習
1給食運営管理論実習

＊⑴臨床栄養学総合演習
＊⑴ライフステージ栄養学総合演習
＊⑵臨床栄養管理学実習（病院）
＊⑴公衆栄養学実習（保健所等）

1給食経営管理論実習（学校）
3卒業研究（実験）

⑵外書講読
2栄養英語

＊172186合計

卒業必要単位　必修　86単位　選択　５単位以上
栄養士資格　　必修　86単位　選択　５単位以上
管理栄養士　　必修　86単位　選択　＊印の17単位を全て含む
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　表２　標準単位修得表

　　　専門基礎分野

備　

考

年　　　度　　　／　　　年　　　次

科　　目　　名教 育 内 容
令和２年度
１　年　次

令和３年度
２　年　次

令和４年度
３　年　次

令和５年度
４　年　次

後前後前後前単位数授 業 科 目

224公 衆 衛 生 学

社会・環境と健康

専　
　

門　
　

基　
　

礎　
　

分　
　

野

22保 健 医 療 福 祉 学

⑴⑴栄養情報処理学実習

11公 衆 衛 生 学 実 習

11栄養公衆衛生学演習

2213⑴8⑴社会・環境と健康の小計

224人 体 構 造 機 能 学

人 体 の 構 造 と
機能及び疾病の
成 り 立 ち

22生化学・分子生物学

224臨 床 医 学 入 門

22微 生 物 学

22生 物 有 機 化 学

11人体構造機能学実習

112生 化 学 実 験

11微 生 物 学 実 習

22栄 養 生 物 学

4456120
人体の構造と機能及び疾病
の 成 り 立 ち の 小 計

224食 品 学 基 礎

食 べ 物 と 健 康

22食 品 プ ロ セ ス 学

22食 品 衛 生 学

⑵⑵食 品 素 材 学

⑴⑴⑵食 品 学 実 験

11食品プロセス学実習

11食 品 衛 生 学 実 習

11食 品 健 康 学 演 習

22⑴5⑴⑵211⑷食べ物と健康の小計

667⑴13⑴1⑵6⑴39⑸小　　計
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　　　専門分野

備　

考

年　　　度　　　／　　　年　　　次

科　　目　　名教 育 内 容
令和２年度
１　年　次

令和３年度
２　年　次

令和４年度
３　年　次

令和５年度
４　年　次

後前後前後前単位数授 業 科 目

22基 礎 栄 養 学

基 礎 栄 養 学

専　
　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　

分　
　
　
　
　
　
　
　
　

野

11基 礎 栄 養 学 実 習

213基 礎 栄 養 学 の 小 計

22栄 養 生 理 機 能 学

応 用 栄 養 学

22ライフステージ栄養学

22応 用 栄 養 学

11栄養生理機能学実習

11応 用 栄 養 学 実 習

11応 用 栄 養 学 演 習

4239応 用 栄 養 学 の 小 計

22栄養カウンセリング論

栄 養 教 育 論

22栄 養 教 育 論 １

⑵⑵栄 養 教 育 論 ２

11栄 養 教 育 論 実 習

21⑵25⑵栄 養 教 育 論 の 小 計

224臨 床 栄 養 学

臨 床 栄 養 学

11臨床栄養アセスメント

⑵⑵臨 床 栄 養 管 理 学

⑵⑵栄 養 と 薬

11臨 床 栄 養 学 実 習

11病 態 栄 養 学 実 習

11デ ー タ 解 析 学

11食 事 管 理 学

22経 腸 栄 養 管 理 学

22疾 患 栄 養 管 理 学 Ⅰ

22疾 患 栄 養 管 理 学 Ⅱ

16⑵8⑵15⑷臨 床 栄 養 学 の 小 計

22公 衆 栄 養 学

公 衆 栄 養 学

⑵⑵地 域 公 衆 栄 養 学

11公 衆 栄 養 学 実 習

⑴⑴実 践 栄 養 学 演 習

21⑶3⑶公 衆 栄 養 学 の 小 計

22給 食 栄 養 管 理 論

給食経営管理論

22給 食 運 営 管 理 論

11給食栄養管理論実習

11給食運営管理論実習

2316給食経営管理論の小計

⑴⑴臨床栄養学総合演習

総 合 演 習 ⑴⑴ライフステージ栄養学総合演習

⑵⑵総 合 演 習 の 小 計

⑵⑵臨床栄養管理学実習（病院）

臨 地 実 習
⑴⑴公衆栄養学実習（保健所等）

11給食経営管理論実習（学校）

1⑶1⑶臨 地 実 習 の 小 計

33卒 業 研 究（実 験）

そ の 他
⑵⑵外 書 講 読

22栄 養 英 語

23⑵5⑵そ の 他 の 小 計

12511⑹15⑸4⑸47陰専 門 分 野 の 小 計

6619⑴16⑴12⑻23⑸4⑹88吋合　　計
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５．保健学科の教育課程と授業について

　本学科の教育課程は，教養教育の授業科目（以下「教養教育科目」という。）及び専門教育の授業科目（以下

「専門教育科目」という。）からなります。

　教養教育科目の履修等に関することは，徳島大学教養教育履修規則で定められており，専門教育科目の履修等

に関することは，徳島大学医学部規則で定められています。

⑴　卒業要件

　　卒業するためには，次の単位を修得しなければなりません。

　　また，修業年限は４年であり，在学期間は修業年限の２倍（８年）を超えることはできません。

　碓　看護学専攻

　碓　放射線技術科学専攻

　碓　検査技術科学専攻

⑵　国家試験受験資格

　　各専攻の卒業者には，次の国家試験の受験資格が与えられます。

　　　　　　　　　　　　※選択制により受験資格を取得可能です。

　　　　　　　　　　　　　３年次で実施する保健師選抜試験に合格することが必要となります。

 

　３１単位以上教 養 教 育 科 目

　９１単位

　　６単位以上

必修科目

選択科目

専 門 教 育 科 目

１２８単位以上　合　　　　計　

　３７単位以上教 養 教 育 科 目

　９６単位

　　３単位以上

必修科目

選択科目

専 門 教 育 科 目

１３６単位以上　合　　　　計　

　３５単位以上教 養 教 育 科 目

１００単位

　　３単位以上

必修科目

選択科目

専 門 教 育 科 目

１３８単位以上　合　　　　計　

看護師国家試験，※保健師国家試験看護学専攻

診療放射線技師国家試験放射線技術科学専攻

臨床検査技師国家試験検査技術科学専攻
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⑶　取得可能な免許・資格

　　看護学専攻及び検査技術科学専攻では，必要科目を履修することにより，それぞれ，次の免許状及び受験資

格が取得できます。

⑷　履修要件　（令和４年度入学者用）

　⑴　看護学専攻 

養護教諭一種免許状

養護教諭二種免許状（※）
看護学専攻

健康食品管理士認定試験の受験資格

遺伝子分析科学認定士（初級）
検査技術科学専攻

※保健師免許と教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目を単位修得することにより，卒業後個人申請に

より取得できます。詳しくは担当教員に相談してください。

卒業要件単位数
授　　業　　科　　目区 　　　　　　分

選　択必　修

4歴史と文化

教 養 科 目 群

教　
　

養　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

4人間と生命

4生活と社会

4自然と技術

2

グローバル科目

創 成 科 学 科 目 群
2イノベーション科目

地域科学科目

医療基盤科目

1ＳＩＨ道場
基 礎 科 目 群

2情報科学

2基盤英語

英　 　 語

外 国 語 科 目 群

2主題別英語

2発信型英語

2

ドイツ語入門

初修外国語 フランス語入門

中国語入門

31計

314学科共通科目

科　
　

目

専
門
教
育

373専門科目

4卒業研究

691計

注）教養教育科目の履修については，「教養教育履修の手引」で必ず確認して下さい。
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　⑵　放射線技術科学専攻

卒業要件単位数
授　　業　　科　　目区 　　　　　　分

選　択必　修

2歴史と文化

教 養 科 目 群

教　
　

養　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

4人間と生命

2生活と社会

4自然と技術

＊印の科目か

ら4単位の履

修（各科目2

単位を上限と

する。）

グローバル科目＊

創 成 科 学 科 目 群
2イノベーション科目

地域科学科目＊

医療基盤科目＊

1ＳＩＨ道場

基 礎 科 目 群

2基礎数学

2基礎物理学

2基礎化学

2基礎生物学

2情報科学

2基盤英語

英　 　 語

外 国 語 科 目 群

2主題別英語

2発信型英語

2

ドイツ語入門

初修外国語 フランス語入門

中国語入門

37計

3
13学科共通科目専

門
教
育
科
目

79専門科目

4卒業研究

396計

注１）教養教育科目の履修については，「教養教育履修の手引」で必ず確認して下さい。

注２）保健学科放射線技術科学専攻が教養教育科目（医療基盤科目）として開講する授業が１科目あります。

下表を参照してください。

授業題目区　　分

放射線医学入門
創成科学科目群

医療基盤科目
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⑶　検査技術科学専攻

卒業要件単位数
授　　業　　科　　目区 　　　　　　分

選　択必　修

4

2歴史と文化

教 養 科 目 群

教　
　

養　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

2人間と生命

2生活と社会

2自然と技術

ウェルネス総合演習

2

2グローバル科目

創 成 科 学 科 目 群
2イノベーション科目

地域科学科目

2医療基盤科目

1ＳＩＨ道場

基 礎 科 目 群
2基礎化学

2基礎生物学

2情報科学

2基盤英語

英　 　 語

外 国 語 科 目 群

2主題別英語

2発信型英語

2

ドイツ語入門

初修外国語 フランス語入門

中国語入門

35計

3
13学科共通科目専

門
教
育
科
目

83専門科目

4卒業研究

3100計

注１）教養教育科目の履修については，「教養教育履修の手引」で必ず確認して下さい。

注２）保健学科検査技術科学専攻が教養教育科目（医療基盤科目）として開講する授業が１科目あります。下

表を参照してください。

授業題目区　　分

臨床検査学入門
創成科学科目群

医療基盤科目
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⑸　保健学科専門教育課程表

　　専攻別開設授業科目（専門教育科目）及び学年別授業時間数

　⑴　看護学専攻

備考
授業を行う年次授　業

時間数

単　位　数
授 業 科 目 名 等区分

４年３年２年１年選択必修

15151人間関係論

人　
　
　

間

学

科

共

通

科

目

15151生化学Ⅰ（生体分子の構造と機能）

15151解剖生理学Ⅰ（基礎知識・消化器・呼吸器）

15151解剖生理学Ⅱ（循環器・血液・腎臓）

15151解剖生理学Ⅲ（脳神経・感覚器・自律神経・内分泌）

15151解剖生理学Ⅳ（骨・筋肉・免疫・生殖・老化）

15151衛生学
環　

境

15151保健学概論

15151医療経済論

15151社会福祉概論

15151放射線衛生学

医　
　

療

15151※医療安全管理学

（実習）45451介護実習

15151チーム医療論

15151教育指導論

15151薬理学

健　
　
　

康

15151栄養学

15151精神保健

15151免疫学Ⅰ（臨床免疫学）

15151病理学Ⅰ（基礎）

15151医学統計学

（演習）30301＊医学統計学演習

060120195375814小　　　　　　計

15151疾病論Ⅰ（精神疾患）
専

門

基

礎専

門

科

目

15151疾病論Ⅱ（感染症・循環器疾患・婦人疾患）

15151疾病論Ⅲ（呼吸器疾患・自己免疫疾患・腎臓疾患）

15151疾病論Ⅳ（消化器疾患・血液疾患・代謝・内分泌疾患）

15151疾病論Ⅴ（脳神経疾患・外科疾患・麻酔）

15151疾病論Ⅵ（母性疾患）

15151疾病論Ⅶ（小児疾患）

30302看護学概論

基

礎

看

護

学

15151看護理論

（演習）30301看護技術Ⅰ（療養生活・環境）

（演習）60602看護技術Ⅱ（安全安楽と回復の促進）

（演習）30301看護技術Ⅲ（診療の補助）

（演習）30301看護技術Ⅳ（看護過程）

（演習）30301ヘルスアセスメント

（実習）45451基礎看護学実習Ⅰ（療養環境の理解）

（実習）90902基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開）

15151リスクマネジメント

30302成人看護学概論

成
人
・
高
齢
者
看
護
学

30302成人援助論Ⅰ（急性期）

30302成人援助論Ⅱ（慢性期）

15151♯リハビリテーション看護論

15151♯がん看護論

（実習）90902成人看護学実習Ⅰ（急性期）

（実習）1801804成人看護学実習Ⅱ（慢性期）

30302高齢者看護学概論

30302高齢者援助論

（実習）90 902高齢者看護学実習
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備考
授業を行う年次授　業

時間数
単　位　数

授 業 科 目 名 等区分
４年３年２年１年選択必修

30302母性看護学概論
母
性
・
小
児
看
護
学専

門

科

目

30302母性援助論
30302小児看護学概論

30302小児援助論
（実習）90902母性看護学実習
（実習）90902小児看護学実習

15151＊子育て支援論
15151＊子どものメンタルヘルス

30302精神看護学概論

地

域

・

精

神

看

護

学

30302精神看護援助論
（実習）90902精神看護学実習

30302在宅看護学概論
30302在宅看護援助論

（実習）90902在宅看護学実習
15151地域看護学概論Ⅰ（地域で暮らす人々の理解）

15151地域看護学概論Ⅱ（地域看護・公衆衛生）
30302＊公衆衛生看護学概論

45453＊公衆衛生看護援助論
（実習）2252255＊公衆衛生看護学実習

30302＊ケアマネジメント
15151＊健康教育方法論

15151＊産業保健看護論
60604＊保健医療福祉行政論

15151＊公衆衛生看護管理論
15151健康管理論

30302＊疫学
15151＊ケアシステム論

15151※＊学校保健論
15151※養護概説Ⅰ（養護教諭の役割と専門性）
15151※養護概説Ⅱ（養護活動の展開）

15151※健康相談活動
15151原書講読Ⅰ（原書の読解）

総

合

看

護

学

15151原書講読Ⅱ（研究論文）
15151＃†家族看護学
15151†看護管理学
15151†看護教育学
15151看護研究
15151看護倫理

15151＃国際看護学概論
15151＃国際看護活動論

15151災害看護
90902看護導入実習

（実習）90902看護統合実習
4651,1707351952,5653673小 計
1801804卒業研究卒業研究
1801804小 計
6451,2308553903,1204491合 計

（注）１．選択科目の６単位は，学科共通科目の中から３単位，専門科目の†印の科目から１単位以上を含む３単
位を履修する。

　　２．保健師国家試験の受験資格を取得しようとする者は，選択科目のうち＊印の科目すべて及び♯印の科目
から３単位以上を履修し，かつ，注１に規定する要件を満たさなければならない。ただし，注１の選択
科目に医学統計学演習を含めることはできない。

　　３．養護教諭一種免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，選択科目のうち※の科目をすべて履修し，
かつ，注１に規定する要件を満たさなければならない。

卒業要件

　３１単位以上教 養 教 育 科 目

　９１単位
　　６単位以上
　９７単位以上

必修科目
選択科目
　　計

専 門 教 育 科 目

１２８単位以上　合　　　　計　
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　⑵　放射線技術科学専攻

備考
授業を行う年次授　業

時間数

単　位　数
授 業 科 目 名 等区分

４年３年２年１年選択必修

15151人間関係論

人　
　

間

学

科

共

通

科

目

15151生化学Ⅰ（生体分子の構造と機能）

15151解剖生理学Ⅰ（基礎知識・消化器・呼吸器）

15151解剖生理学Ⅱ（循環器・血液・腎臓）

15151解剖生理学Ⅲ（脳神経・感覚器・自律神経・内分泌）

15151解剖生理学Ⅳ（骨・筋肉・免疫・生殖・老化）

15151衛生学

環　

境

15151保健学概論

15151医療経済論

15151社会福祉概論

15151放射線衛生学
医　
　
　

療

15151医療安全管理学

（実習）45451介護実習

15151チーム医療論

15151教育指導論

15151薬理学

健　
　
　

康

15151栄養学

15151精神保健

15151免疫学Ⅰ（臨床免疫学）

15151病理学Ⅰ（基礎）

15151医学統計学

（演習）30301医学統計学演習

15105150105375913小　　　　　　計

30302放射線生物学

医

用

放

射

線

科

学

専

門

科

目

30301放射線計測学

15151放射線物理学Ⅱ（発展）

15151放射化学Ⅱ（発展）

30301医用データ科学Ⅰ（基礎）

30301医用データ科学Ⅱ（発展）

30302放射線機器工学Ⅰ（基礎）

15151放射線機器工学Ⅱ（発展）

（実習）30301放射線機器工学実習

15151医用画像機器工学

（実習）30301医用画像機器工学実習

15151磁気共鳴画像学

15151核医学計測学

（実習）30301核医学計測学実習

15151核医学検査機器工学

（実習）30301放射線計測学実習

15151放射線治療機器工学

30302画像基礎論

30302医用画像情報学Ⅰ（医用画像処理・解析）

30302医用画像情報学Ⅱ（臨床画像解析）

30302画像解剖学Ⅰ（躯幹部画像解剖）診
療
放
射
線
技
術
学

15151画像解剖学Ⅱ（中枢神経・骨格系画像解剖）

30302診療画像学Ⅰ（一般撮影・透視撮影・歯科撮影検査）

（実習）30301診療画像学実習
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備考
授業を行う年次授　業

時間数

単　位　数
授 業 科 目 名 等区分

４年３年２年１年選択必修

15151診療画像学Ⅱ（各種造影・超音波・眼底撮影検査）

診

療

放

射

線

技

術

学

専

門

科

目

15151ＣＴ画像技術学

15151ＭＲＩ技術学

30302核医学技術学

（実習）30301核医学技術学実習

30302放射線治療技術学

（演習）30301放射線治療技術学演習

30302放射線腫瘍学

15151関係法規

30302放射線管理学

（実習）30301放射線管理学実習

15151実践医療安全管理学

15151実践臨床画像学

（実習）30301実践臨床技能実習

（実習）90902実践医療安全管理学実習

（実習）2702706診療画像学臨床実習

（実習）90902核医学検査技術学臨床実習

（実習）90902放射線治療技術学臨床実習

15151臨床医学概論

専

攻

共

通

15151画像病態学

15151保健科学

（実習）30301基礎医科学実習

30302放射線物理学Ⅰ（基礎）

15151放射化学Ⅰ（基礎）

（実習）30301放射化学実習

30301応用数学Ⅰ（代数字・解析学）

15151応用数学Ⅱ（フーリエ解析・偏微分方程式）

（演習含む）30302電気電子工学

（実習）30301電気電子工学実習

45452医用工学

（実習）30301医用工学実習

15151専門外国語

30301データ科学入門

（演習）30301医用情報処理学演習

15151国際医療活動論

4656456001651,875279小 計

135451804卒業研究卒業研究

135451804小 計

6157957502702,4301196合 計

（注）　選択科目の３単位は，学科共通科目及び専門科目の中から３単位を履修する。

卒業要件

　３７単位以上教 養 教 育 科 目

　９６単位

　　３単位以上

　９９単位以上

必修科目

選択科目

　　計

専 門 教 育 科 目

１３６単位以上　合　　　　計　
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　⑶　検査技術科学専攻

備考
授業を行う年次授　業

時間数

単　位　数
授 業 科 目 名 等区分

４年３年２年１年選択必修

15151人間関係論

人　
　
　

間

学

科

共

通

科

目

15151生化学Ⅰ（生体分子の構造と機能）

15151解剖生理学Ⅰ（基礎知識・消化器・呼吸器）

15151解剖生理学Ⅱ（循環器・血液・腎臓）

15151解剖生理学Ⅲ（脳神経・感覚器・自律神経・内分泌）

15151解剖生理学Ⅳ（骨・筋肉・免疫・生殖・老化）

15151衛生学

環　

境

15151保健学概論

15151医療経済論

15151社会福祉概論

15151放射線衛生学
医　
　
　

療

15151医療安全管理学

（実習）45451介護実習

15151チーム医療論

15151教育指導論

15151薬理学

健　
　
　

康

15151栄養学

15151精神保健

15151免疫学Ⅰ（臨床免疫学）

15151病理学Ⅰ（基礎）

15151医学統計学

（演習）30301医学統計学演習

045210120375913小　　　　　　計

15151生化学Ⅱ（疾病と生化学的変化）

機

能

系

検

査

学

専

門

科

目

（実習）30301生化学実習

15151保健学

15151環境衛生学

（実習）30301保健環境学実習

30302生化学的検査Ⅰ（測定基礎原理・各論）

30302生化学的検査Ⅱ（各論・機能検査）

（実習）30901204生化学検査学実習

30301放射性同位元素検査技術学

（実習）30301生理学実習

30302生理検査学Ⅰ（循環器系・呼吸器系・感覚系検査）

30302生理検査学Ⅱ（神経・筋系検査）

30301画像検査学

（実習）6030903生理検査学実習

（実習）60602画像検査学実習

15151臨床画像検査学

15151分析化学

（実習）30301解剖組織学実習

形
態
系
検
査
学

15151病理学Ⅱ（応用）

（実習）30301細胞診断学実習

15151病理検査学

（実習）60601204病理検査学実習

15151微生物学Ⅰ（微生物学総論）

15151微生物学Ⅱ（感染症の病原体とその検査・基礎）
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備考
授業を行う年次授　業

時間数

単　位　数
授 業 科 目 名 等区分

４年３年２年１年選択必修

15151臨床微生物学Ⅰ（感染症の病原体とその検査・細菌）

形

態

系

検

査

学

専

門

科

目

15151臨床微生物学Ⅱ（感染症の病原体とその検査・真菌とウイルス）

（実習）60901505微生物学実習

15151寄生虫学

（実習）30301寄生虫学実習

15151臨床血液学Ⅰ（血液学的検査・止血学的検査・染色体検査）

15151臨床血液学Ⅱ（細胞成分と出血・止血の基礎）

（実習）3060903臨床血液学実習

15151免疫学Ⅱ（輸血医療と移植免疫）

15151免疫検査学

15151輸血検査学

（実習）3060903免疫検査学実習

（実習）3030602輸血検査学実習

15151分子遺伝学

15151遺伝学

15151遺伝子検査学Ⅰ（遺伝子検査の基礎）

15151遺伝子検査学Ⅱ（遺伝子検査の応用）

30302検査機器総論

専

攻

共

通

30301医用工学概論

（実習）30301医用工学実習

30302臨床医学総論

2010302臨床病理学総論

15151臨床検査総論Ⅰ（臨床検査・尿検査・採血）

30301臨床検査総論Ⅱ（尿沈渣・便・体液・喀痰検査）

（実習）3030602臨床検査総論実習

30302臨床検査総論管理学

15151医療法規

（実習）30301臨床技能実習

30301電子計算機概論

（演習）30301電子計算機概論演習

30302専門外国語

15151病態栄養と臨床検査

30302※健康食品学

15151※健康食品法規

15151国際医療活動論

15151統合臨床検査学

410940540751,965683小 計

1801804卒業研究卒業研究

1801804小 計

5909857501952,52015100合 計

（注）１．選択科目の３単位は，学科共通科目及び専門科目の中から３単位を履修する。

　　２．健康食品管理士認定試験の受験資格を取得しようとする者は，選択科目のうち※印の科目をすべて履修

する。

卒業要件

　３５単位以上教 養 教 育 科 目

１００単位

　　３単位以上

１０３単位以上

必修科目

選択科目

　　計

専 門 教 育 科 目

１３８単位以上　合　　　　計　
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⑹　進級要件及び先修条件

　　保健学科学生への進級要件及び先修条件は，次のとおりです。

　第２年次への進級要件

　第３年次への進級要件

　

　第４年次への進級要件（３年次編入学生を除く）

表１

　碓　看護学専攻

検査技術科学専攻放射線技術科学専攻看護学専攻

※２５単位以上※２７単位以上※２５単位以上教 養 教 育 科 目

第１年次開講のすべての必修科目専 門 教 育 科 目

　　※については表１の中より取得する。

検査技術科学専攻放射線技術科学専攻看護学専攻

※３５単位以上※３７単位以上※３１単位以上教 養 教 育 科 目

第２年次開講のすべての必修科目専 門 教 育 科 目

　　※については表１の中より第１年次における取得単位を含めてとする。

　注）ただし，看護学専攻については，第２年次後期に開設される基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開）を

受講するためには，第２年次後期までに履修しなければならない基礎看護学に区分される全ての科目の

成績評価が合格点に達していなければならない。

検査技術科学専攻放射線技術科学専攻看護学専攻

第３年次開講のすべての必修科目専 門 教 育 科 目

　　注）ただし，看護学専攻については，第３年次後期から始まる臨地実習を受講するため，第３年次前期終

了までに履修しなければならない科目の成績評価が合格点に達していなければならない。

　　注）ただし，放射線技術科学専攻については，第３年次後期に行われる臨床技能実習及び卒業研究の科目を

受講するためには，第３年次前期のすべての必修科目の成績評価が合格点に達していなければならない。

（授業科目の先修条件）

履修に必要な条件として，あらかじめ成績評価が合格点に達していなければならない授業科目を定める

卒業要件単位数
授　　業　　科　　目区　　　　分

選　択必　修

４歴史と文化

教 養 科 目 群
４人間と生命

４生活と社会

４自然と技術

２

グローバル科目

創 成 科 学 科 目 群
２イノベーション科目

地域科学科目

医療基盤科目

１ＳＩＨ道場
基 礎 科 目 群

２情報科学

※６英語
外 国 語 科 目 群

２初修外国語

３１合　　　　　　　　　　計

　　※うち３単位は２年次に開講される。

　第１年次又は第２年次の留年学生が上級学年の科目の履修を希望する場合は，当該年次の科目の履修を優

先した上で，上級学年の専門教育担当教員に受講申請し，承認を得た科目について履修を認める。この場合

において，留年学生が２学年上の進級要件を満たせば，第３年次又は第４年次への進級を認める。

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

僥
僥
僥
僥
僥

僥
僥
僥
僥
僥
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　碓　放射線技術科学専攻

　碓　検査技術科学専攻

卒 業 要 件 単 位 数
授　　業　　科　　目区　　　　分

選　択必　修

２歴史と文化

教 養 科 目 群
４人間と生命

２生活と社会

４自然と技術

＊印の科目
から４単位
の履修（各
科目２単位
を上限とす
る。）

グローバル科目＊

創 成 科 学 科 目 群
２イノベーション科目

地域科学科目＊

医療基盤科目＊

１ＳＩＨ道場

基 礎 科 目 群

２基礎数学

２基礎物理学

２基礎化学

２基礎生物学

２情報科学

※６英語
外 国 語 科 目 群

２初修外国語

３７合　　　　　　　　　　計

　　※うち３単位は２年次に開講される。

卒 業 要 件 単 位 数
授　　業　　科　　目区　　　　分

選　択必　修

４

２歴史と文化

教 養 科 目 群

２人間と生命

２生活と社会

２自然と技術

ウェルネス総合演習

２

２グローバル科目

創 成 科 学 科 目 群
２イノベーション科目

地域科学科目

２医療基盤科目

１ＳＩＨ道場

基 礎 科 目 群
２基礎化学

２基礎生物学

２情報科学

※６英語
外 国 語 科 目 群

２初修外国語

３５合　　　　　　　　　　計

　　※うち３単位は２年次に開講される。
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⑴　基礎資格

　　学士の学位を有すること。

　

⑵　所要単位数

　

⑶　法令で規定された単位数

　①　教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目

　②　養護に関する科目

大学が独自

に設定する

科目

教育実践に

関する科目

道徳，総合的な学習

の時間等の内容及び

生徒指導，教育相談

等に関する科目

教育の基礎

的理解に関

する科目

養護に関す

る科目　　

教育職員免許法施行

規則第66条の６に定

める科目

科目区分

７７６８28８単 位 数

単位数；必要最低単位数を示す。

左記に対応する開設授業科目（教養教育科目）免許法施行規則に定める科目

単位数授業科目［授業題目］単位数科　　　　目

２生活と社会［日本国憲法］２日本国憲法

２ウェルネス総合演習２体　　　育

２英語
２外国語コミュニケーション

２初修外国語

２情報科学［情報科学入門］２情報機器の操作

左記に対応する開設授業科目免許法施行規則に定める科目

単位数授　業　科　目科　　　　目

１○衛生学

衛生学・公衆衛生学

（予防医学を含む。）

１○保健学概論

１○健康管理論

１○病理学Ⅰ（基礎）

１　産業保健看護論　

４　保健医療福祉行政論

２　疫学

１○学校保健論

学校保健

１○地域看護学概論Ⅰ（地域で暮らす人々の理解）

１○地域看護学概論Ⅱ（地域看護・公衆衛生）

１　疾病論Ⅶ（小児疾患）

１　リスクマネジメント

１○養護概説Ⅰ（養護教諭の役割と専門性）
養護概説

１○養護概説Ⅱ（養護活動の展開）

１○健康相談活動

健康相談活動の理論・健康相談活動の方法
１○人間関係論

１　子どものメンタルヘルス

１　ヘルスアセスメント

６．養護教諭一種免許状取得に関する単位修得要領（保健学科　看護学専攻）
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左記に対応する開設授業科目免許法施行規則に定める科目

単位数授　業　科　目科　　　　目

１○生化学Ⅰ（生体分子の構造と機能）
栄養学（食品学を含む。）

１○栄養学

１○解剖生理学Ⅰ（基礎知識・消化器・呼吸器）

解剖学・生理学
１○解剖生理学Ⅱ（循環器・血液・腎臓）

１　解剖生理学Ⅲ（脳神経・感覚器・自律神経・内分泌）

１　解剖生理学Ⅳ（骨・筋肉・免疫・生殖・老化）

１○薬理学

「微生物学，免疫学，薬理概論」
１　疾病論Ⅱ（感染症・循環器疾患・婦人疾患）

１○疾病論Ⅲ（呼吸器疾患・自己免疫疾患・腎臓疾患）

１　免疫学Ⅰ（臨床免疫学）

１○精神保健
精神保健

２○精神看護学概論

２○看護学概論

看護学（臨床実習及び救急処置を含む。）

１　看護理論

１　看護技術Ⅰ（療養生活・環境）

２　看護技術Ⅱ（安全安楽と回復の促進）

１　看護技術Ⅲ（診療の補助）

１　基礎看護学実習Ⅰ（療養環境の理解）

２　基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開）

２　看護統合実習

２　成人看護学概論

２　成人援助論Ⅰ（急性期）

２　成人援助論Ⅱ（慢性期）

２　成人看護学実習Ⅰ（急性期）

４　成人看護学実習Ⅱ（慢性期）

２　母性看護学概論

２　母性援助論

２　母性看護学実習

２　小児看護学概論

２　小児援助論

２　小児看護学実習

２　精神看護援助論

２　在宅看護学概論

２　在宅看護援助論

２　在宅看護学実習

２　公衆衛生看護学概論

３　公衆衛生看護援助論

１○医療安全管理学
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　③　教育の基礎的理解に関する科目

　　　道徳，総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導，教育相談等に関する科目

　　　教育実践に関する科目

⑷　履修上の注意

　①　「養護に関する科目」の○印は，すべて履修すること。

　②　「養護に関する科目」の「看護学（臨床実習及び救急処置を含む。）」については，「看護学概論」及び「医

療安全管理学」を含み，合計10単位以上を修得すること。

　③　「教育の基礎的理解に関する科目」，「道徳，総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導，教育相談等に関す

る科目」及び「教育実践に関する科目」として開設されている授業科目は，すべて履修すること。

　④　「大学が独自に設定する科目」の所要単位は，「養護に関する科目」として開設されている授業科目から選

択履修し，修得すること。

⑸　養護実習の履修資格

　　養護実習は第４年次に行う。

　　履修資格は次のとおり。

①　「養護実習」を履修する前年度までに，「養護に関する科目」のうち「養護概説Ⅰ（養護教諭の役割と専門

性）」，「養護概説Ⅱ（養護活動の展開）」，「健康相談活動」，「医療安全管理学」の４単位，「教育の基礎的理

解に関する科目」のうち８単位，「道徳，総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導，教育相談等に関する

科目」のうち６単位を修得していること。

②　養護実習事前指導を履修していること。

　　附　則

１　この要領は，令和４年４月１日から施行し，令和４年度入学生から適用する。

２　令和３年度以前に入学した者並びに令和４年及び令和５年度に３年次編入した者については，改正後の規定

にかかわらず，なお従前の例による。

左記に対応する開設授業科目免許法施行規則に定める科目

単位数授　業　科　目各科目に含める必要事項科　　　目

２教育学概論・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

教育の基礎的理

解に関する科目

２教師論
・教職の意義及び教員の役割

・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

２教育の制度と経営
・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学

校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

２学習・言語心理学
・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

２発達心理学

１特別支援教育概論
・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対

する理解

２教育課程論
・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・

マネジメントを含む。）

２道徳教育
・道徳，総合的な学習の時間及び特別活動に関する

内容道徳，総合的な

学習の時間等の

内容及び生徒指

導，教育相談等

に関する科目

１総合的な学習の時間の指導法

２特別活動論

２教育方法学
・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を

含む。）

２生徒指導論・生徒指導の理論及び方法

２教育相談
・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識

を含む。）の理論及び方法

４養護実習
・養護実習教育実践に関す

る科目
１養護実習事前事後指導

２教職実践演習（養護教諭）・教職実践演習
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　台風等により，気象警報等が徳島県徳島市に発表された場合の徳島大学における授業の休講措置は，次のとお

りとする。

１　昼間に開講する授業については，午前７時に「暴風警報と大雨警報」，「暴風警報と洪水警報」，「大雪警報」

（以下「警報」という。）又は特別警報（波浪特別警報を除く。以下同じ。）が発表中の場合は，午前の授業を

休講とする。午前11時に警報又は特別警報が発表中の場合は，午後の授業を休講とする。

２　夜間に開講する授業については，午後４時に警報又は特別警報が発表中の場合は，すべて授業を休講とする。

３　授業開始後に警報が発表された場合は，次の時限以降の授業を休講とする。ただし，特別警報が発表された

場合は，直ちに休講とする。

４　前３項に定める以外の場合又は特別な事情がある場合は，学部にあっては各学部長（教養教育にあっては教

養教育院長），大学院にあっては各教育部長（以下「各学部長等」という。）が措置を決定する。

５　第１項から第４項までの措置により，休講となった授業の補講については，各学部長等が別に定める。

６　この申合せに定めるもののほか，授業の休講措置に関し必要な事項は，各学部長等が別に定める。

　　　　　附　　　　　　則

　この申合せは，平成28年４月１日から実施する。

７．気象警報等が発表された場合の授業の休講措置に関する申合せ
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令和２年２月21日

学　 長　 制　 定

　

　（趣　旨）

第１条　この要項は，徳島大学学生懲戒規則第17条第２項の規定に基づき，試験，レポート，小テスト等（以下

「単位認定試験等」という。）における学生の不正行為の取扱いについて必要な事項を定めるものとする。

　（不正行為の定義）

第２条　単位認定試験等における学生の不正行為とは，次に掲げる行為をいう。

　⑴　　試験における不正行為

　　イ　カンニング（カンニングペーパー，ＩＴ機器，参考書又は他人の答案等を見ること，他人から解答内容

を教わることなどをいう。以下同じ。）を行うこと。また，解答内容を教えること，カンニングに協力する

こと，替え玉受験をすることに加え，解答内容やそのヒントになるものを，試験監督者の指示する以外の

場所に置いたり，身につけたりすること。

　　ロ　机の上に，鉛筆，シャープペンシル等の筆記具，消しゴム，時計（計算や翻訳，端末機能のないものに

限る。）等，持ち込みを許可されたもの以外を置くこと。

　　ハ　携帯電話，スマートフォン，ウェアラブル端末，電子辞書，ＩＣレコーダー等の電子機器類，教科書，

参考書，辞書等の書籍類等で，試験監督者がカバン等に収納するよう指示したものを収納せず，身に付け

たり，机の中に置いたりすること。

　　ニ　使用を禁じられた用具を使用して問題を解くこと。

　　ホ　試験場において，試験監督者の指示に従わないこと。

　　ヘ　試験場において，他の受験者の迷惑となる行為を行うこと。

　　ト　その他，単位認定試験の公平性を損なう行為を行うこと。

　⑵　　レポート，小テスト等における不正行為

　　イ　他人のレポートの模写又はインターネット上のホームページや著書，論文等の他人の意見や図表等の盗

用，剽窃によりレポートを作成すること。

　　ロ　レポートや小テスト等の代筆を行うこと又は代筆を依頼すること。

　（不正行為の未然防止）

第３条　試験監督者又は授業担当教員は，前条に掲げる単位認定試験等における学生の不正行為を事前に説明し，

学生の不正行為防止意識の啓発を図るとともに，不正行為の未然防止に努めるものとする。

　（不正行為に対する措置）

第４条　試験監督者又は授業担当教員は，不正行為を行った学生を発見したときは，他の学生の支障とならない

よう留意し，適切な措置を講じるものとする。

２　試験監督者又は授業担当教員は，前項の措置を行ったときは，速やかに詳細な経緯を当該学生の所属する学

部の学部長に報告するものとする。

　（不正行為に関する調査）

第５条　学部長は，前条第２項による報告を受けたときは，不正行為に係る事実を調査し，その結果を教授会に

付議するものとする。

２　学部長は，教授会における審議経過と審議結果について，当該学部の意見を付して学長に報告するものとす

る。

３　学部長は，不正行為が教養教育の授業科目に該当する場合は，速やかに不正行為に係る事実調査の結果を教

養教育院長に通知するものとする。

　（不正行為に準ずる行為）

第６条　授業において，他人に依頼し自己の出席報告を行わせること及び他人から依頼を受け他人の出席報告を

行うことが発覚した場合は，授業科目修了の認定に影響を及ぼすため，不正行為に準ずる行為と見なして前２

条の措置等を行うことがある。

　（その他）

第７条　この要項に記載するもののほか，本要項の実施に際し必要な事項は，各部局において別に定める。

　　　　　附　　　　　　則

　この要項は，令和２年４月１日から実施する。

８．徳島大学単位認定試験等における学生の不正行為に関する取扱要項
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平成25年12月12日

医　 学　 部　 長

　講義や実習，試験等において，不正行為を行った者は，「徳島大学学則」の規定による懲戒の対象となる場合

があります。

　次のような行為が不正行為に該当します。

１．試験における不正行為

　１）カンニング（カンニングペーパー，参考書，他の受験生の答案等を見ること，他の人から答えを教わるこ

と，他の人に答えを教えること）およびカンニングと疑われる行為をすること。

　２）使用を禁じられた用具を使用して問題を解くこと。

　３）試験場において，他の受験者の迷惑となる行為をすること。

　４）試験場において，試験監督者等の指示に従わないこと。

　５）その他，試験の公平性を損なう行為をすること。

２．講義・実習の受講ならびにレポート作成における不正行為

　１）講義や実習の出席確認において，代返をすること，ならびに代返を依頼すること。代返とは，他人の代わ

りに返事をすること，署名すること，印を記入すること，学生証を出席システムに通すこと等である。

　２）講義や実習で他人の代わりにレポートや小テストを提出すること，ならびに他人に提出を依頼すること。

　３）出席登録後に体調不良等の正当な理由なく教室から退室し，授業を受講しないこと。

　４）出席はしていても講義や実習と関係のないことをしたり，おしゃべりや行動で講義や実習の妨げとなった

りすること。

　５）インターネット上のホームページから他人の意見をカット＆ペーストし，引用元を明らかにすることなく

自分の意見のようにレポートに書くこと。

３．倫理・プロフェッショナリズムに関する不正行為

　１）遺体やその一部である標本，手術による摘出標本等に対して礼意を失した行為や倫理に反する行為を行う

こと。具体的には，講義室・実習室における人体および人体標本，動物および動物標本，診療現場における

診察ならびに臨床実習の状況を撮影・録画・録音したり，これらをインターネット上に掲載（ホームページ，

ブログ，Facebook，LINE，ツイッター等を含む）したりすること。
　２）患者情報についての守秘義務に違反すること。具体的には，診療現場における診察ならびに臨床実習の状

況を撮影・録画・録音したり，これらをインターネット上に掲載（ホームページ，ブログ，Facebook，LINE，
ツイッター等を含む）したりすること。

４．著作権法に違反する行為

　１）教科書のコピー，スキャン，デジタル化等の無断複製を行ったり，それらを配付したりすること。これら

を代行業者等の第三者に依頼して行うことも著作権法上認められていない。例外として，授業等を担当する

教員等やその授業等を受ける学習者自身が必要な限度内の部数をコピーし，出典を明示した上で，コピーす

る本人が授業の中で使用することは認められている。

　２）授業，研究会，学会等において，発表者や主催者の許可なく，発表自体を録画・録音したり，スライドや

ポスター等の発表物を撮影したり，配付したりすること。

９．不正行為禁止の告示について（学生通知用）
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10．医学部学生からの成績評価等に関する申し立てに対する対応についての申合せ

平成23年12月１日

医学部教授会議

令和元年11月14日一部改正

　成績評価の正確性を担保するため，医学部学生からの成績評価等に関する申し立てがあった場合について，下

記のとおり対応する。

１　成績評価担当教員及び学務課第一教務係又は第二教務係による受付並びに訂正

　成績評価等について疑義がある場合，学生は，成績を通知または掲示した日から１週間以内に，成績評価担

当教員又は，第一教務係又は第二教務係（以下，「教務係」という。）に申し出る。学生から教務係に申し出が

あった場合，教務係は成績評価担当教員に報告し，確認を依頼する。成績評価担当教員は，学生の答案，レポー

ト等の資料，教務係に提出した成績資料，学生の成績表の確認を行い，成績の訂正等の必要が生じた場合は，

教務係へ様式１をもって報告する。教務係は，成績評価担当教員の報告に基づいて成績データをチェックし，

成績の訂正等の措置の記録を様式１に記載して残すこととする。

２　学科教務委員による相談

　成績評価等の疑義に関する問題が成績評価担当教員との協議では解消しない場合は，学生又は成績評価担当

教員が学科教務委員に報告する。教務係に申し立てがあった場合は，教務係が教務委員に報告する。報告を受

けた教務委員は相談と調停を行う。ただし，成績評価担当教員が教務委員である場合は，学科長がこれを代行

する（以下，教務委員等と呼ぶ）。教務委員等は成績評価担当教員及び学生の双方から事情を聴取し，事実確

認及び対応方針を決定し，解決を図る。成績の訂正等の必要が生じた場合は，教務係へ経緯記録とともに様式

１をもって報告することとする。

３　教務委員会による決定

　前項でなお解決できない場合は，教務委員等は医学部教務委員会に諮り，問題解決のための審議を通じて対

応を決定する。この場合の経過は，医学部教務委員会の記録として保管することとする。成績の訂正等の必要

が生じた場合は，教務係へ経緯記録とともに様式１をもって報告することとする。

４　上記の措置において，問題等が生じた場合は学部長と協議することとする。

　※医学科と医科栄養学科学生は第一教務係，保健学科学生は第二教務係が担当する。
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11．徳島大学休学許可の基準に関する申合せ

平成25年７月17日

大学教育委員会承認

１　この申合せは，学生の休学を制限するものではなく，学生にとってわかりやすい仕組みにすることを目的と

している。

　　そのため，学生への制度の周知に際して，２⑴～⑽の例示以外の理由であっても指導教員等に相談するよう

促すなど，適切に周知するものとする。

２　徳島大学学則第23条及び徳島大学大学院学則第23条の規定に基づく休学の許可について，次の各号のいず

れかに該当し，２月以上就学できない者について休学を許可するものとする。

　⑴　疾病又は負傷（医師の診断書）

　⑵　学資の支弁が困難な場合（理由書）

　⑶　災害等により修学困難と認められた場合（罹災証明書）

　⑷　海外の教育・研究施設において修学する場合（受入先の証明書（写））

　⑸　自主的な海外留学や長期海外生活体験のための休学（理由書及び指導教員等の意見書）

　⑹　大学院における研究を継続するために必要な期間の休学（理由書及び指導教員等の意見書）

　⑺　勤務の都合（理由書）（夜間主コース及び大学院各教育部の学生のみを対象とする。）

　⑻　出産又は育児に従事する場合（母子健康手帳の写し等）

　⑼　家族の看病又は介護をする場合（理由書）

　⑽　公共的な事業に参加する場合（受入先の証明書（写））

　⑾　医学部医学科の学生であって，徳島大学大学院学則第18条第３項第７号に該当する者が，大学院医科学教

育部の博士課程に入学するとき　

　⑿　その他，上記以外の理由により休学を希望する学生が，指導教員等と相談の上，教授会においてやむを得

ない理由であると認められた場合（理由書及び指導教員等の意見書）

３　２⑿に示す「その他の理由」により休学の願い出があったとき，指導教員等はその内容に応じて学生の就学

状況や学業成績，目的意識や心構えなどについて聴取して意見書を作成し，休学させても差し支えないと教授

会で判断した場合は，必要に応じて指導を行った上で休学を認めることができるものとする。

４　入学前の休学手続きによる４月１日又は10月１日からの休学は，次の各号のいずれかに該当する場合を除き

認めないものとする。

　⑴　疾病又は負傷（医師の診断書）

　⑵　災害等により修学困難と認められた場合（罹災証明書）

　⑶　勤務の都合（理由書）（夜間主コース及び大学院各教育部の学生のみを対象とする。）

　⑷　学部又は教育部の教授会が，当該学生の教育上極めて有意義と認めた場合（理由書）

５　学生から提出のあった理由書，診断書，各種証明書（写）等については，学長の許可を得る目的にのみ使用

し，その取扱いについては細心の注意を払い，適正な管理と保護に努めるものとする。

６　休学の許可は，学部の教授会等で審議し，その内容を尊重して学長が決定する。

７　２の例示について，追加や削除の必要が生じたときは，大学教育委員会において審議し，決定する。

　　　　　附　　　　　　則

１　この申合せは，平成25年７月17日から実施する。

２　この申合せの施行日前に許可されている休学は，この申合せに定めるところにより許可されたものとみなす。

　　　　　附　　　　　　則

　この申合せは，平成25年11月20日から実施する。

　　　　　附　　　　　　則

　この申合せは，平成28年４月１日から実施する。
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　大学では，１単位を修得するために，教員が教室等で授業を行う時間に加え，学生が予習や復習など教室外にお

いて学修する時間の合計で，標準45時間の学修を要する。

　学修時間を確保し，授業で学んだ内容を深く身につけること，また，単位の実質化を図ること等といった観点

から，本学では，履修科目の登録の上限を定めている。

　医学部の各学科の履修科目の登録の上限は以下のとおりである。

■　医学科

　１年次では，１年間48単位までとする。ただし，以下に記載する科目については，履修科目の登録の上限を適用

外とする。

　適用除外科目：専門教育科目，ＳＩＨ道場，自由科目

■　医科栄養学科

　１年次では，１年間48単位までとする。ただし，以下に記載する科目については，履修科目の登録の上限を適用

外とする。

　適用除外科目：専門教育科目，ＳＩＨ道場，自由科目

■　保健学科

　教養教育科目については，１年間45単位までとする。ただし，以下に記載する科目については，履修科目の登録

の上限を適用外とする。

　適用除外科目：専門教育科目，ＳＩＨ道場，教職に関する科目，自由科目，集中講義

12．履修科目の登録の上限について
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13．成績評価基準（学部）について　※平成３１年度入学生から適用する。

　徳島大学（学部）における，成績評価基準及び成績証明書等に記載する表示（「成績表示」という。）は次のと

おりとする。

　なお，授業科目毎の成績評価方法，基準等はシラバスに記載する。

　　※上表の到達目標とは授業科目のシラバスに明記された到達目標を指す。

基　　　　　準評価点の範囲成績表示合否

科目の到達目標を充分に達成し，極めて優秀な成果

を収めている。
100～90

秀

（Outstanding）

合格

科目の到達目標を充分に達成している。89～80
優

（Excellent）

科目の到達目標を達成している。79～70
良

（Good）

科目の到達目標を最低限達成している。69～60
可

（Fair）

単位認定：入学前の既修単位，放送大学の修得単位，

外国語技能検定試験等による単位（卒業要件を満た

す単位数となるが，ＧＰＡの計算には含めない。）

認定
認

（Qualified）

科目の到達目標の項目の全てまたはほとんどを達成

していない。
59以下不不合格
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14．徳島大学標準ＧＰＡについて

　本学では，国際的に用いられている「標準ＧＰＡ」を導入している。換算式は以下のとおりである。

　換算式

　・ＧＰ（Grade Point）：成績評価

　　　90点以上　　　　　＝　4

　　　80点以上90点未満　＝　3

　　　70点以上80点未満　＝　2

　　　60点以上70点未満　＝　1

　　　60点未満　　　　　＝　0

　　　　評語については，秀（90点以上），優（80点以上），良（70点以上）及び可（60点以上）に区分する。

　・ＧＰＡ（Grade Point Average）：学生が取得した科目の成績を集約した値

　　　　　　　 （評価を受けた各授業科目で得たＧＰ×当該授業科目の単位数）の合計
　　ＧＰＡ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　評価を受けた各授業の単位数の合計

　　ＧＰＡは，学期と通算について算定する。

　・ＧＰＣ（Grade Point Class Average）：教員が学生に付与した成績評価を集約した値

　　 （ＧＰ×当該ＧＰを受けた人数）の合計
　　ＧＰＣ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　当該授業科目の履修登録者数

　

　　※　正規の手続きによる履修取り消し科目は含めない。
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第　二　章

事務窓口及び諸手続き
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　学生に関する委員等

　事 務 部

１．委　員　及　び　事　務　部

学部の代表者であり学部の教授のうちから選出される。学 部 長

学部の運営上重要な事項を審議する機関で，医学部（大学病院を含む。）の専任教
授をもって組織する。

教 授 会

教育課程及び授業に関する企画，審議並びに進級，卒業の認定等学生の学習に関
する事項の助言指導を行うための委員会である。

教 務 委 員 会

学生の経済，保健，課外活動等の諸問題に関し，集団的，個人的に指導，相談，
調査検討するための委員会である。

学 生 委 員 会

学 生 と 関 係 の 深 い 主 な 事 務係 名

事務部の事務を掌理する。事 務 部 長

学務課の事務を総括する。医 学 部 学 務 課 長

医

学

部

学

務

課

教育改革に関すること。
学務関係規則の整備に関すること。

副 課 長

医学科・医科栄養学科担当
１．入学者の選抜に関すること。
２．学生の入学及び卒業に関すること。
３．学籍に関すること。
４．授業及び試験に関すること。
医学研究科，医科栄養学研究科担当
１．大学院学生の募集及び入学試験に関すること。
２．大学院学生の入学，休学，退学，転学及び修了に関すること。
３．大学院学生の学籍に関すること。
４．大学院の教育課程に関すること。
５．大学院学生の授業，試験及び成績に関すること。
６．学位並びに学術研究に関すること。
７．解剖体の事務に関すること。
８．学部学生並びに大学院学生の諸証明に関すること。

第 一 教 務 係

088－633－7028
088－633－7029
088－633－9649

１．奨学生の推薦及び授業料の減免等に関すること。
２．学生の休学，退学及び転学に関すること。
３．学生の諸証明等に関すること。
４．学生の宿所に関すること。
５．学生の健康管理並びに体育運動施設に関すること。
６．学生のアルバイト及び就職あっせんに関すること。
７．学生の団体，集会，出版及び掲示に関すること。
８．学生の課外活動に関すること。
９．その他の福利厚生及び補導に関すること。

学 生 係

088－633－7030
088－633－7982

保健学科担当
１．学生の諸証明に関すること。
２．入学者の選抜に関すること。
３．学生の入学及び卒業に関すること。
４．学籍に関すること。
５．授業及び試験に関すること。
保健科学研究科担当
１．保健科学研究科学生の募集及び入学試験に関すること。
２．保健科学研究科学生の入学，休学，退学，転学及び修了に関すること。
３．保健科学研究科学生の学籍に関すること。
４．保健科学研究科の教育課程に関すること。
５．保健科学研究科学生の授業，試験及び成績に関すること。
６．学位並びに学術研究に関すること。

第 二 教 務 係
（088－633－9009）

医

学

部

学

務

課

授業料等の納付に関すること。
経 理 係
（088－633－9553）

会
計
課

（ ）

兼
献
献
験

券
献
献
鹸
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⑴　学　　生　　証

　学生証は，本学の学生であることを証明するもので，附属図書館等の入退館カード，図書館利用証（貸出），

定期健康診断の受付，各種証明書の発行の機能があります。また，生協電子マネーSupicaや生協ミールプランの
機能も利用できます。大切な物なので，紛失しないよう注意してください。

　本証を紛失したときは，生協電子マネーSupicaの不正利用を防止するため，生協事務所（088－652－1073）に
連絡し，生協電子マネーSupica等の利用停止手続きを行ってください。
　期間更新，氏名変更等による再交付は無料ですが，汚損又は紛失による場合は有料（1,100円）となります。

　上記に係る「再発行の申請」手続きは，医学部学務課で行ってください。

⑵　各種証明書の発行

　以下の各種証明書の発行申請については，所定の『証明書交付願』により必要とする日の３日前（申請日，土

曜日，日曜日及び祝日は除く）までに，手続きをしてください。英文証明書等については必要とする７日前まで

に手続きをしてください。

　　⒜　卒業証明書

　　⒝　修了証明書

　　⒞　通学証明書

　　⒟　その他必要とする証明書

　証明書自動発行機で発行するもの

　　以下の各種証明書の発行については，医学部玄関ホールに設置された証明書自動発行機で入手してください。

利用に際し，学生証が必要です。

　　⒜　学校学生生徒旅客運賃割引証※

　　⒝　在学証明書

　　⒞　成績証明書

　　⒟　卒業見込証明書

　　⒠　健康診断書

　※学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）

　　学割証は，修学上の経済的負担の軽減と学校教育の振興に寄与することを目的として設けられた制度です。

医学部玄関ホールにある証明書自動発行機により入手できます。この制度を十分に理解し，他人に譲渡したり

不正使用等を絶対しないでください。

　　⒜　年間10枚を限度として使用できます。

　　⒝　学割証の発行は，原則として次の目的により旅行する場合です。

　　　・ＪＲの片道営業キロが101キロ以上の旅行

　　　・休暇等による帰省

　　　・正課の教育活動（実習を含む）

　　　・課外活動

　　　・就職又は進学のための受験等

　　　・見学又は行事等への参加

　　　・その他大学が修学上適当と認めた教育活動

２．証 明 書 等 に つ い て
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　休学，復学，退学等を希望する学生は，就学上いろいろな問題が生じるので事前に，必ず各自のクラス担任又

は学生委員とよく相談して，生じると考えられる問題について助言指導を受けてください。

　願出方法

　学生→クラス担任又は学生委員に相談→願出用紙に保証人及び本人の署名

　→学生委員（長）及び教務委員（長）の承諾印→学生係へ提出

　　　（必要な承諾印が全て揃っている願出を希望日の１ヶ月以上前に提出すること）

　願出用紙入手方法

　１）学生係窓口で受け取る

　２）徳島大学医学部ホームページよりダウンロード（印刷）する

⑴　休　　　　　学

　①　疾病その他一身上の都合により２か月以上就学できないときは，医師の診断書（疾病）又は詳細な理由書

（一身上の都合）を添えて学長に願い出て，その許可を受けて休学することができます。

　②　休学は，１年を超えることはできません。ただし，特別な理由がある者には，更に引き続き，１年以内の休

学を許可することがあります。

　③　休学期間は，通算して４年（医学科生は６年）を超えることはできません。

　④　休学期間は，在学期間に算入しません。

　　　注）休学者の授業料

　　　休学を許可された者は，授業料について次の措置がとられます。

　　ア　休学願の受理された日が３月，４月，９月又は10月の場合は受理日の翌月から休学期間に応じた月割計

算による授業料が免除されます。

　　イ　休学願の受理された日がア以外の月の場合は，受理日の属する期の授業料は徴収されます。

　　ウ　納付済の授業料は返還されません。

⑵　復　　　　　学

　休学期間中にその理由が消滅した時は，学長の許可を得て復学することができます。ただし，その理由が疾病

による場合は医師の診断書を必要とします。

⑶　退　　　　　学

　退学しようとする時は，学長の許可を得なければなりません。授業料未納者は，許可されません。

　注）退学者の授業料

　退学しようとする日の属する学期の授業料について全額が必要となります。授業料未納のままでは退学出

来ません。未納のままであると，学則第２８条により「除籍」となります。

⑷　転　　学　　部

　希望者は転学部願を提出し，当該学部の教授会の議を経て学長が許可することがあります。

　転学部→事前に希望する学部の担当係へ相談すること。

⑸　改姓（名）届

　変更があれば，直ちに所定の届出用紙により報告してください。

３．休学，復学，退学等の手続き
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⑹　除　　　　　籍

　次の各項目の一に該当した場合は，教授会の議を経て学長が除籍します。

　①　入学料の免除を不許可とされた者又は半額免除を許可された者であって，納付すべき入学料を学長が指定

する期日までに納付しない者

　②　正当な理由がなく授業料の納付を怠り，催告しても，納付しない者

　③　学則に定める在学期間を超えた者

　④　学則に定める休学期間を超えた者

　⑤　疾病その他の理由により成業の見込みがないと認められる者

⑺　宿　　所　　届

　住所及び連絡先等の変更があれば直ちに学生係へ提出してください。

⑻　保証人住所変更届

　保証人が住所変更した時は，『保証人住所変更届』により届け出てください。
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⑴　授 業 料 納 付

　授業料は，前期分（４月～９月）と後期分（10月～３月）に区分し，口座振替により納入してください。

　前期分→５月27日　自動引落（休日の場合は翌営業日）

　後期分→11月27日　自動引落（休日の場合は翌営業日）

　　※自動引落日の前日15時までに指定口座に授業料相当額を入金してください。

⑵　授業料免除制度

　授業料免除については，2020年（令和２年）度より，高等教育の修学支援新制度（授業料減免＋給付奨学金）

へ移行となりました。

　高等教育の修学支援新制度は，授業料・入学料の免除又は減免（授業料等減免）と給付奨学金の支給の２つの

支援からなる国の制度です。

　日本学生支援機構の給付奨学金の対象となれば，給付奨学金の支援区分により，大学で授業料等減免を認定し

ます。支援区分は世帯収入に応じた３段階の基準で決定します。支援期間中は毎年，支援区分の見直し（家計の適

格認定）を行い，10月以降の１年間（家計急変事由が適用されている場合は３か月ごと）支援区分を決定します。

　支援継続のためには，支援対象者としての自覚を持ち，高い学修意欲でしっかり勉学に励むことが必要とされ

ますので，認定後は，定期的に適格認定の基準により学業成績等を確認し（学業の適格認定），これに基づき支

援継続の可否判定を行います。判定の結果，廃止となった場合は，その後の支援が打ち切りとなります。

　本制度の申請は，「日本学生支援機構給付奨学金」と「授業料免除（前期・後期）」両方の申請が必要です。

　申請時期については，本学ホームページ並びに学内掲示板や学生用教務システムでお知らせします。

　申請期日を過ぎての受付は一切行いませんので，ご注意ください。

⑶　奨学資金制度

《日本学生支援機構》

　日本学生支援機構は，人物，学業ともに優秀かつ健康であって，学資の支弁が困難と認められる者に対して，

貸与し，人材の養成と教育の機会均等の実現を図ろうとするものです。

　奨学金の種類には，貸与型である『第一種奨学金（無利子）』及び『第二種奨学金（有利子）』と，給付型である

『給付奨学金』があります。

　奨学生の募集については，掲示板及び，学生用教務システムへの掲載を行いますので注意してください。春の定

期募集は４月にあります。

注１．奨学生は，「奨学生のしおり」を熟読し，奨学生としての責務を果たし，異動等が生じた時は速やかに所

定の手続きをとること。

　２．奨学金継続願の提出

　　　奨学生は，毎年所定の月（12月頃）に継続願を提出し，審査を受ける必要があります。手続き方法につい

ては，掲示板及び，学生用教務システムへの掲載を行いますので注意してください。これを怠ると，奨学生

の資格を失うので注意してください。

《日本学生支援機構以外の奨学金》

　地方公共団体及びその他の奨学金の募集が毎年３月～５月頃あるので，手続き方法については，掲示板及び，

学生用教務システムへの掲載を行います。注意してください。

４．授業料納付，免除制度及び奨学金制度
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⑴　中田賞，児玉賞について

　中田賞は，中田奨学基金取扱規則に基づき医学科学生に，また，児玉賞は，児玉奨学基金取扱規則に基づき，

医科栄養学科学生に授与せられるもので，いずれも，学業成績，人物ともに優秀な者に対し，卒業時に授与され

る。

⑵　看護学専攻賞，放射線技術科学専攻賞，検査技術科学専攻賞について

　看護学専攻賞は看護学専攻学生に，放射線技術科学専攻賞は放射線技術科学専攻学生に，検査技術科学専攻賞

は検査技術科学専攻学生に，授与せられるもので，いずれも，学業成績，人物ともに優秀な者に対し，卒業時に

授与される。

⑶　医学部優秀学生賞について

　医学部優秀学生賞は，医学部優秀学生賞要項に基づき，医学科生・医科栄養学科生・保健学科生及び大学院生（医

科学教育部・栄養生命科学教育部・保健科学教育部）の正課以外の各種活動等において顕著な功績があった学生

又は学生団体に対し，毎年３月に授与される。

５．各 賞 に つ い て
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⑴　図書館（蔵本分館）について

　徳島大学附属図書館は，常三島地区の本館と蔵本地区の蔵本分館とがあり，蔵本分館には，主に生命科学系の

資料を所蔵している。図書館入口のゲートは学生証で開くようになっており，どちらの図書館も利用できる。ま

た，広く一般にも公開されている。

　①　開館時間と休館日

　　⒜　開館時間

　

　　⒝　休 館 日

　　　●　休業期間中の日曜・祝日

　　　●　５月の連休

　　　●　大学の夏季一斉休業日

　　　●　年末年始（12月28日から翌年１月４日まで）

　　　●　毎月第２金曜日の午前中（蔵書整理日。ただし，４・９・１・２月を除く）

　　　●　その他臨時休館することがある。詳細は図書館ホームページまたは館内掲示を参照。

　　⒞　開館時間外特別利用

　　　　蔵本地区の教職員，院生及び学生のうち，開館時間外特別利用の申請をして許可を受けた者は，図書館

閉館後や休館日の定められた時間内で，図書館資料の閲覧及び複写利用ができる。

　②　貸出・返却

　　⒜　貸出・延長

　　　　自動貸出装置から貸出手続ができる（学生証を使用する）。

　

　　＊冊数10冊のうち，生命科学閲覧室に配架の図書は５冊以内の貸出。

　　＊雑誌は原則として貸出しない。ただし最新号を除き一夜貸出は可。（17時から翌開館日10時まで。閉館時

刻が17時以前の場合は閉館１時間前から貸出可能。）

　　⒝　返　　却

　　　　本館・分館どちらの図書館でも返却できる。図書館閉館時は，玄関横のブックポストへ返却することが

できる。

　　　　返却が遅れた場合は，遅れた日数分，自動的に貸出停止になる。

　　⒞　予　　約

　　　　読みたい図書が貸出中の場合，予約することができる。ただし，延滞中または貸出停止中の場合は申し

込みできない。

　　⒟　本館の資料の取り寄せ

　　　　本館の図書を取り寄せることができ，分館の資料とは別に10冊14日以内借りることができる。ただし，

延滞中または貸出停止中の場合は申し込みできない。雑誌扱いの資料は，コピーのみの取り寄せ（有料）

となる。

　　＊⒞，⒟　いずれも図書館ホームページの学内蔵書検索（ＯＰＡＣ）から申し込みできる。

日・祝日土月～金

10：00-17：0010：00-17：00８：30-21：00授 業 期

休　　　館10：00-17：00８：30-17：00休 業 期

貸出期間の延長期間冊数

貸出期間内で他に予約者がいない場合は，２回以内で貸出期間延長可能。14日以内10冊

６．図書館（蔵本分館）及び蔵本会館
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　③　蔵　　書

　　⒜　蔵 書 数

　　⒝　電子図書館

　　　ア　電子ジャーナル・電子書籍

　　　　　学術雑誌の多くは，電子ジャーナルとして，インターネットで提供されており，徳島大学においても

多数の電子ジャーナルを契約している。また，電子書籍の購入も進めている。これらは，いつでも学内

ネットワークを通じて利用できる。

　　　イ　データベース

　　　　　各種文献目録は，膨大なデータベースとして提供されており，徳島大学においても，医中誌Web，メ
ディカルオンライン，Scopusなど多数契約している。電子ジャーナルの場合と同様に，学内ネットワー
クから自由に利用できる。

　④　利用支援サービス

　　⒜　レファレンス，講習会

　　　　資料の利用のしかたや，あることがらについて調べる方法等の，レファレンスを常時受け付けている。

また，図書館利用のためのオリエンテーションや館内案内ツアー，文献検索方法や各種データベース等の

利用説明会を開催している。希望があれば随時開催するので，図書館カウンターへ申し込むこと。

　　⒝　マイライブラリ

　　　　図書館ホームページ上の個人ページのことで，ここから以下の申し込みができる。

　　　・借りている図書の貸出期間延長

　　　・他の人が借りている図書の予約

　　　・図書館に置いてほしい図書の購入希望（無料）

　　　・他大学からの論文コピーや図書の取り寄せの申し込み（有料）

　⑤　資料の複写

　　　著作権法で認められた範囲内で，資料を複写することができる。コピー機はコイン式のコピー機とプリペ

イドカード式のコピー機を設置している（１枚10円，モノクロのみ）。カードは生協で購入すること。

　⑥　館内施設

　　⒜　パソコン

　　　　館内に６台設置している。情報センターが発行するＣアカウントでログインし，レポート作成や文献検

索に利用することができる。印刷はＵＳＢメモリにｐｄｆファイルで保存し，館内設置のコピー機で行う。

　　　　また，無線ＬＡＮが館内全域で使えるため，自分のＰＣを持ち込んで使用することもできる。

　　⒝　グループ学習室，ミーティングルーム

　　　　グループ学習のための部屋を６室設置している。館内の予約用パソコンから予約すること。

　⑦　図書館からのお知らせ

　　　図書館ホームページや館内掲示板・ブログ・ＳＮＳなどに図書館からのお知らせを掲載する。

　　　●図書館ホームページ　https://www.lib.tokushima-u.ac.jp/kura.shtml
　　　●蔵本分館ブログ（徳島大学附属図書館蔵本分館日誌）　https://tokudaibunkan.blogspot.com/
　　　●Twitter　https://twitter.com/TokushimaU_lib
　　　●Facebook　https://www.facebook.com/tokushima.univ.library
　　　●Instagram　https://www.instagram.com/TokushimaU_lib

備　　　　　　考計洋　　書和　　書区　　　　分

令和３年４月１日現在183,866冊97,060冊86,806冊図 書

〃6,576種3,316種3,260種学 術 雑 誌
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WC WC WC

EV
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EV

ミーティングルームミーティングルーム
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２Ｆ

１Ｆ

蔵　本　分　館　平　面　図
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⑵　蔵本会館について

　蔵本地区に，学生と教職員との人間関係を緊密にするとともに，学生と教職員の福祉を推進するため「蔵本会

館」が設置されています。

　この会館は２階建で，１階には，食堂，コンビニエンスストア及び文具をはじめ幅広い日用品・書籍を販売す

る売店があり，２階には，共用相談室・多目的室・和室の社交施設とキャンパスライフ健康支援センター，国際

交流室，キャリア支援室等の施設があります。

　キャンパスライフ健康支援センターには，保健管理部門（蔵本保健室）と総合相談部門（総合相談室）があり，

医師・看護師による健康相談，応急処置，健康チェック及び臨床心理士及び公認心理師によるカウンセリングな

どを受けることができます。

検収室 倉庫
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前室

WC

事務室

更衣室
PS
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男子WC 女子WC
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多機能
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N

▲

▲

▲

▲

N
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多目的室-2 多目的室-3
和室-1 和室-2

踏込
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EVホール

国際交流室・
国際課蔵本分室

事務室・
キャリア
支 援 室
蔵本分室

総合相談部門
（総合相談室）
総合相談部門
（総合相談室）

保健管理部門
（蔵本保健室）
保健管理部門
（蔵本保健室）

男子WC
検査スペース

女子WC
共用
相談室-1

共用
相談室-2 物品庫-2 共用

相談室-3
共用
相談室-4

SK

PS

PS

PS

キャンパスライフ
健康支援センター

１　階

２　階

蔵　本　会　館　平　面　図



－７５－

⑶　運動施設，その他

　　運動場（野球，ラグビー場兼用）　　　　　　　　　　１　面

　　テニスコート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　面

　その他，体育場，柔道場，剣道場，弓道場等がある。

１　　階

２階の別
目　　　　　　　　　的種　　　　　類

２学生，教職員が相談し，会合する室共 用 相 談 室 １ ～ ４

２集会・会議・講演会・映画会等を行う室多 目 的 室 １ ～ ４
課　

外　

活　

動　

施　

設

２
主として和室を必要とするサークルの活動の場として使用する

室
和 室

２課外活動用品を保管する室物 品 庫 １ ・ ２

２職員が執務し，各室の使用手続，用具の貸出しを行う事 務 室

１・２倉 庫 ・ 物 置 ホ ー ル 等

１学生，教職員に対する食事の提供食 堂
福

利

施

設

１学生，教職員に対する日用品の提供コンビニエンスストア

１学生，教職員に対する生活必需品・書籍の販売売 店

２医師・看護師が健康相談，応急処置，健康チェックを行う室
保 健 管 理 部 門

（蔵本保健室）

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

保

健

施

設 ２学生，職員の悩みや相談に対応する室
総 合 相 談 部 門

（総合相談室）

２留学生の支援，学生の海外留学支援を行う室国際交流室・国際課蔵本分室

２学生の就職支援をする室キ ャ リ ア 支 援 室 蔵 本 分 室

蔵 本 会 館 の 施 設 の 内 容
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⑴　学生教育研究災害傷害保険について

　教育研究活動中における不慮の災害事故による学生の傷害に対する救済措置として「学生教育研究災害傷害保

険」に一括加入することとしている。

　不幸にして災害傷害が起きた場合は，学務部を通じ保険会社へ請求することとなるが，手続き等については事

故発生後，早急に学務課学生係に問合せること。

⑵　学　生　金　庫

　学生で，学資金の窮迫している者又は緊急の出費を必要とする者に対して一時援助をするために行う貸付金の

制度です。詳細に関しては，学務部（学生後援会）へ相談してください。

　①　貸付限度額は10口（１口　10,000円）までとします。

　②　貸付期間は，貸付日より90日以内とします。

　③　貸付金は無利子，無担保とします。

⑶　講義室の使用について

　授業及び大学の行事等に差し支えのないときに限り，使用許可を受けたのちに使用することができます。

　使用許可申請は，使用日の３日前までとします。

⑷　健　康　管　理

　定期健康診断は，キャンパスライフ健康支援センターの実施計画に基づき，徳島大学病院医師の協力を得て実

施しています。

　毎年４月下旬から５月下旬にかけて学部学年ごとに日を決めて行っています。これは，学校保健法で定められ

ているものですから，必ず受診してください。

⑸　交通事故の防止

　最近，学生の交通事故が多発しています。

　本学学生の中にも，交通事故の当事者となり，身体的及び精神的な打撃を受けて就学に支障を来たしている者

がいますので，交通法規を守り交通事故防止に細心の注意を払うよう努めてください。

　また，蔵本地区では交通事故防止，良好な教育・研究環境を保持するため，以下のような自動車通学，構内に

おけるオートバイの走行，オートバイ及び自転車の駐輪等の規制を行っているので，厳守してください。

　下記の項目を守ってください。

　①　オートバイは，専用入口から入構し，駐輪場に整然と駐輪してください。また，構内の走行は注意してく

ださい。

　②　自転車は，必ず所定の駐輪場に整然と駐輪してください。

　　　建物玄関付近及び通路等への不法な駐輪を繰り返した場合には，乗り入れを禁止します。

　③　自動車通学は，原則として禁止します。

　　　正当な理由により登録して許可された車は，駐車場へ駐車してください。

　　　万一，交通事故が発生した場合は，当事者は加害者・被害者を問わずクラス担任及び学生係に事故の内容

を報告するとともに，交通事故報告書を学生係へ届け出てください。

７．そ　　　　　の　　　　　他
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⑹　学生ロッカーについて

　学生各人の希望者（１年生は除く）に，ロッカーを貸与し使用できるようにしています。

　ロッカーの使用に当たっては，特に火災・盗難，カギの紛失に注意をしてください。

⑺　留　意　事　項

　①　学生の電話口への呼び出しは一切行わないので，家族，知人等にも周知しておいてください。

　②　学生個人宛の郵便物等は，原則として取り扱いません。

　③　蔵本地区敷地内での喫煙は禁止します。

　④　盗難には十分注意し，貴重品等の所持品は，自己管理してください。

　⑤　学内における交通事故，盗難被害，遺失物及び拾得物は，速やかに学生係まで届け出てください。

　⑥　火気には十分に注意してください。
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第　三　章

関 係 諸 規 則 等
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徳島大学学則，徳島大学学位規則，徳島大学の講座等に関する規則は別冊を配付します。
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　　　　　第１章　　　総　　　　　　　　則

（通　　則）

第１条　徳島大学医学部（以下「本学部」という。）に関する事項は,徳島大学学則（以下「学則」という。）に定

めるもののほか，この規則の定めるところによる。

２　学則及びこの規則に定めるもののほか，本学部に関する事項は，本学部教授会が定める。

（教育研究上の目的）

第１条の２　本学部は，医療・栄養・福祉に係る教育・研究・診療を通じて社会に貢献できる人材育成を目的と

する。

２　医学科は，基本的な臨床能力及び基礎的な医学研究能力を備え，生涯にわたり医療，教育，保健・福祉活動

を通じて社会に貢献し，医学の発展に寄与することができる人材の育成を目的とする。

３　医科栄養学科は，「食律生命」の理念のもとに，医学を基盤とした医科栄養学研究を発展させるとともに，医

科栄養学を通じて高度化する医療と健康の維持増進に資することができる人材の育成を目的とする。

４　保健学科は，人間性，科学性及び国際性を基盤に高度化・専門化する医療を支え，保健・医療・福祉におい

て多様化するニーズに対応し，保健学の発展に寄与することができる人材の育成を目的とする。

　　　　　第２章　　　入　学　者　選　考

（入学者選考）

第２条　本学部の入学者は，学則の定めるところによって各学科別に選考を行うものとする。

　　　　　第３章　　　教育課程及び履修方法

（教育課程）

第３条　本学部の教育課程は，教養教育の授業科目（以下「教養教育科目」という。）及び専門教育の授業科目

（以下「専門教育科目」という。）により編成する。

（教養教育科目の履修等）

第４条　教養教育科目の履修等に関することは，徳島大学教養教育履修規則（以下「教養教育履修規則」という。）

の定めるところによる。

２　教養教育履修規則第５条に定める履修要件は，別表第１のとおりとする。

（専門教育科目）

第５条　専門教育として開設する授業科目は，医学科については必修科目，医科栄養学科及び保健学科について

は必修科目及び選択科目とする。

２　授業科目及びその単位数は，医学科については別表第２，医科栄養学科については別表第３，保健学科につい

ては別表第４のとおりとする。

３　他の学部又は他の学科に属する専門教育科目は自由科目とし，これを履修することができる。

（自由科目の履修手続）

第６条　他の学部に属する専門教育科目を自由科目として履修するためには，本学部長を経て関係学部長の許可

を得た後，当該専門教育科目担当教員に受講申請するものとする。

（進級要件）

第７条　上級学年に進級するためには，別に定める進級要件を満たしていなければならない。

（卒業研究）

第８条　医科栄養学科学生の卒業研究は，当該学科の講座のうちから一を選び，その主任教授の承認を受けて行

うものとする。

２　保健学科学生の卒業研究は，当該専攻の講座のうちから一を選び，その講座責任者（教授）の承認を受けて

行うものとする。

１．徳 島 大 学 医 学 部 規 則　（2022年度に入学した者に適用）
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（留学及び他の大学又は短期大学における授業科目の履修）

第８条の２　学則第27条の２の規定に基づき外国の大学又は短期大学に留学しようとする学生及び第34条の２の

規定に基づき他の大学又は短期大学の授業科目を履修しようとする学生は，所定の願書を本学部長を経て学長

に提出し，その許可を受けなければならない。

（単位の認定）

第８条の３　前条の規定により許可を受けた学生（以下「派遣学生」という。）が修得した単位又は学則第34条の

４の規定に基づき学生が休学期間中に外国の大学若しくは短期大学において履修した授業科目について修得し

た単位の認定は，当該大学又は短期大学が発行する成績証明書により行う。

（履修報告書）

第８条の４　派遣学生は，派遣期間が終了したときは，速やかに（外国の大学又は短期大学に留学する学生につ

いては，帰国の日から１月以内），所定の履修報告書を本学部長を経て学長に提出しなければならない。

　　　　　第４章　　　試験，卒業，管理栄養士国家試験及び保健師国家試験の受験資格，養護教諭の免許状

（試　　験）

第９条　成績の考査は，試験による。

２　授業科目の試験は，原則として学期末又は学期の中間において行う。

３　授業科目の試験を受けるには，授業時間数の３分の２以上出席していなければならない。

（成績評価等）

第10条　成績は，100点をもって満点とし，秀（90点以上），優（80点以上），良（70点以上），可（60点以上）及

び不（59点以下）の評語をもってあらわし，秀，優，良及び可を合格とし，不を不合格とする。

２　秀，優，良，可及び不の評価基準は，次の表のとおりとする。

３　前２項の規定にかかわらず，入学前の既修得単位，放送大学の修得単位，外国語技能検定試験等による単位

により判定する授業科目の成績は，認の評語をもってあらわすことができるものとし，合格とする。

４　医科栄養学科学生及び保健学科学生の卒業研究は，その研究業績の判定と口頭試験によって合格を決定する。

ただし，口頭試験は，省略することがある。

（試験の告示）

第11条　試験の科目，日時その他必要な事項は，あらかじめ告示する。

（追 試 験）

第12条　病気その他やむを得ない事情のため，定められた期日に試験を受験することができなかった者は，その

理由を記し，試験の日から10日以内に本学部長に文書をもって届け出なければならない。

２　前項に該当する学生は，担当教員に願い出て，追試験を受けることができる。

（再 試 験）

第13条　試験を受けて合格しなかった者は，再試験を受けることができる。

（卒　　業）

第14条　本学部を卒業するためには，次の単位を修得し，徳島大学語学マイレージ・プログラムにおいて本学部

が定める基準を満たさなければならない。

　　医　学　科　　教養教育科目　　　　　　　　42単位以上

　　　　　　　　　専門教育科目　必修科目　　161単位

　　　　　　　　　　合　　計　　　　　　　　203単位以上

評　価　基　準評語

科目の到達目標を充分に達成し，極めて優秀な成果を収めている。秀

科目の到達目標を充分に達成している。優

科目の到達目標を達成している。良

科目の到達目標を最低限達成している。可

科目の到達目標の項目の全て又はほとんどを達成していない。不
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　　医科栄養学科　教養教育科目　　　　　　　　35単位以上

　　　　　　　　　専門教育科目　必修科目　　　86単位

　　　　　　　　　　　　　　　　選択科目　　　5単位以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　91単位以上

　　　　　　　　　　合　　計　　　　　　　　126単位以上

　　保健学科

　　　看護学専攻

　　　　　　　　　　教養教育科目　　　　　　　　31単位以上

　　　　　　　　　　専門教育科目　必修科目　　　91単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　選択科目　　　6単位以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　97単位以上

　　　　　　　　　　　合　　計　　　　　　　　128単位以上

　　　放射線技術科学専攻

　　　　　　　　　　教養教育科目　　　　　　　　37単位以上

　　　　　　　　　　専門教育科目　必修科目　　　96単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　選択科目　　　3単位以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　99単位以上

　　　　　　　　　　　合　　計　　　　　　　　136単位以上

　　　検査技術科学専攻

　　　　　　　　　　教養教育科目　　　　　　　　35単位以上

　　　　　　　　　　専門教育科目　必修科目　　100単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　選択科目　　　3単位以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　103単位以上

　　　　　　　　　　　合　　計　　　　　　　　138単位以上

２　前項の基準については，別に定める。

３　医学科においては，第１項に加えて卒業試験に合格しなければならない。

（管理栄養士国家試験及び保健師国家試験の受験資格）

第15条　管理栄養士国家試験及び保健師国家試験の受験資格を取得するためには，選択科目のうち別に定める科

目の単位を修得しなければならない。

（養護教諭の免許状）

第15条の２　養護教諭の免許状授与の所要資格を取得するためには，教育職員免許法（昭和24年法律第147号）及

び教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に定める所要の単位を修得しなければならない。

２　前項の単位を修得するために必要な授業科目及び履修方法については，本学部長が別に定める。

　　　　　第５章　　　転学部，転学科及び編入学

（転 学 部）

第16条　学則第22条の３の規定により本学部に転学部を願い出た者があるときは，教育上支障がない場合に限り

選考の上，許可することがある。

２　転学部を許可する時期は，入学後１年以上を経過した学年の初めとする。

３　転学部を許可した学生を在籍させる年次は，本学部教授会の議を経て定める。

４　転学部を許可した学生の既修得単位の認定は，本学部教授会の議を経て定める。

（転 学 科）

第17条　学則第22条の４の規定により転学科を願い出た者があるときは，教育上支障がない場合に限り選考の上，

許可することがある。

２　前条第２項から第４項までの規定は，前項の転学科を許可する場合に準用する。
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（編 入 学）

第17条の２　学則第21条の４第１項の規定により入学した者の在学期間は，４年とする。

２　既修得単位の認定は，本学部教授会の議を経て定める。

　　　　　附　　　　則（平成23年３月31日規則第88号改正）

１　この規則は，平成23年４月１日から施行する。

２　平成22年度以前に入学した者については，この規則による改正後の第14条，第15条，別表第１及び別表第４

の規定にかかわらず，なお従前の例による。

　　　　（中略）

　　　　　附　　　　則

１　この規則は，令和３年４月１日から施行する。

２　令和２年度以前に入学した者並びに令和３年度及び令和４年度に本学部に編入学する者については，この規

則による改正後の別表第１の規定にかかわらず，なお従前の例による。
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別表第１

教養教育科目の履修要件

医学科

所要単位数授 業 科 目区　　　　　　　　分

２単位※歴 史 と 文 化教 養 科 目 群

２単位※人 間 と 生 命

２単位※生 活 と 社 会

２単位※自 然 と 技 術

※ウ ェ ル ネ ス 総 合 演 習

＃グ ロ ー バ ル 科 目創 成 科 学 科 目 群

２単位＃イ ノ ベ ー シ ョ ン 科 目

＃地 域 科 学 科 目

６単位＃医 療 基 盤 科 目

１単位Ｓ Ｉ Ｈ 道 場基 礎 科 目 群

２単位高 大 接 続 科 目

１単位基 礎 数 学

２単位基 礎 物 理 学

２単位基 礎 物 理 学 実 験

２単位基 礎 化 学

２単位基 礎 生 物 学

２単位基 礎 生 物 学 実 験

２単位情 報 科 学

４単位英 語外 国 語 科 目 群

２単位初 修 外 国 語

２単位中 欄 中 の ※ 印 の 科 目

２単位中 欄 中 の ＃ 印 の 科 目

42単位合　　　　　　　　　　　　　計
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保健学科

　看護学専攻

医科栄養学科

所要単位数授 業 科 目区 分

８単位

歴 史 と 文 化教 養 科 目 群

人 間 と 生 命

生 活 と 社 会

自 然 と 技 術

ウ ェ ル ネ ス 総 合 演 習

※グ ロ ー バ ル 科 目創 成 科 学 科 目 群

２単位イ ノ ベ ー シ ョ ン 科 目

※地 域 科 学 科 目

１単位Ｓ Ｉ Ｈ 道 場基 礎 科 目 群

２単位基 礎 数 学

４単位基 礎 化 学

２単位基 礎 化 学 実 験

２単位基 礎 生 物 学

２単位基 礎 生 物 学 実 験

２単位情 報 科 学

６単位英 語外 国 語 科 目 群

２単位初 修 外 国 語

２単位中 欄 中 の ※ 印 の 科 目

35単位合　　　　　　　　　　　　　計

所要単位数授 業 科 目区 分

４単位歴 史 と 文 化教 養 科 目 群

４単位人 間 と 生 命

４単位生 活 と 社 会

４単位自 然 と 技 術

※グ ロ ー バ ル 科 目創 成 科 学 科 目 群

２単位※イ ノ ベ ー シ ョ ン 科 目

※地 域 科 学 科 目

※医 療 基 盤 科 目

１単位Ｓ Ｉ Ｈ 道 場基 礎 科 目 群

２単位情 報 科 学

６単位英 語外 国 語 科 目 群

２単位初 修 外 国 語

２単位中 欄 中 の ※ 印 の 科 目

31単位合　　　　　　　　　　　　　計
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　放射線技術科学専攻

　検査技術科学専攻

所要単位数授 業 科 目区 分

２単位歴 史 と 文 化教 養 科 目 群

４単位人 間 と 生 命

２単位生 活 と 社 会

４単位自 然 と 技 術

※グ ロ ー バ ル 科 目創 成 科 学 科 目 群

２単位イ ノ ベ ー シ ョ ン 科 目

※地 域 科 学 科 目

※医 療 基 盤 科 目

１単位Ｓ Ｉ Ｈ 道 場基 礎 科 目 群

２単位基 礎 数 学

２単位基 礎 物 理 学

２単位基 礎 化 学

２単位基 礎 生 物 学

２単位情 報 科 学

６単位英 語外 国 語 科 目 群

２単位初 修 外 国 語

４単位
（各科目２単位を
上限とする。）

中欄中の※印の科目

37単位合　　　　　　　　　　　　　計

所要単位数授 業 科 目区 分

２単位※歴 史 と 文 化教 養 科 目 群

２単位※人 間 と 生 命

２単位※生 活 と 社 会

２単位※自 然 と 技 術

※ウ ェ ル ネ ス 総 合 演 習

２単位＃グ ロ ー バ ル 科 目創 成 科 学 科 目 群

２単位＃イ ノ ベ ー シ ョ ン 科 目

＃地 域 科 学 科 目

２単位＃医 療 基 盤 科 目

１単位Ｓ Ｉ Ｈ 道 場基 礎 科 目 群

２単位基 礎 化 学

２単位基 礎 生 物 学

２単位情 報 科 学

６単位英 語外 国 語 科 目 群

２単位初 修 外 国 語

４単位中 欄 中 の ※ 印 の 科 目

２単位中 欄 中 の ＃ 印 の 科 目

35単位合　　　　　　　　　　　　　計
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別表第２

医 学 科 専 門 教 育 科 目 表

単位数授　業　細　目授業科目

４解剖学Ⅰ・解剖学Ⅰ実習

基 礎 医 学 ⑴

４解剖学Ⅱ・解剖学Ⅱ実習

２生化学

２寄生虫学・免疫学／寄生虫学実習・免疫学実習

２生理学

２細菌学・細菌学実習

２ウイルス学・ウイルス学実習

２基礎医学統合実習

２０小　　　　　　　　計

２病理学Ⅰ・病理学Ⅰ実習

基 礎 医 学 ⑵
２病理学Ⅱ・病理学Ⅱ実習

２薬理学

６小　　　　　　　　計

２予防医学

社 会 医 学

１公衆衛生学

１遺伝情報医学

２法医学

１社会医学実習

７小　　　　　　　　計

１６医 学 研 究 実 習

２臨床医学入門コース

系 統 別 病 態 診 断

４循環器コース

２血液コース

２内分泌・代謝コース

４消化器コース

３呼吸器コース

１アレルギー・自己免疫コース

２腎・尿路・男性生殖器コース

４神経・精神・行動コース

２運動器コース

４周産期・小児・女性生殖器コース

３皮膚・感覚器コース

３３小　　　　　　　　計

１医 学 英 語

８臨 床 実 習 入 門
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単位数授　業　細　目授業科目

２内分泌代謝・血液内科学

診 療 参 加 型 臨 床 実 習

２消化器内科学

２呼吸器・膠原病内科学

２精神医学

２小児科学

２消化器・小児外科学

２胸部内分泌腫瘍外科学

２整形外科学

２脳神経外科学

２皮膚科学

２泌尿器科学

２眼科学

２耳鼻咽喉科学

１放射線科学

２産科婦人科学

１麻酔・疼痛治療医学

２腎臓内科学

２心臓血管外科学

２形成外科学

２神経内科学

２救急集中治療医学

２循環器内科学

１地域医療学

１臨床病理

５選択実習Ⅰ

５選択実習Ⅱ

５選択実習Ⅲ

５指定学外実習Ⅰ

５指定学外実習Ⅱ

６９小　　　　　　　　計

１重 点 セ ミ ナ ー

１６１合　　　　　　　　計

注　講義及び実験・実習は30時間の授業をもって１単位とする。
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別表第３

医科栄養学科専門教育科目表

単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　　　　択必　　　　　修

４　公衆衛生学
社
会
・
環
境
と
健
康

専　
　
　
　

門　
　
　
　

基　
　
　
　

礎　
　
　
　

分　
　
　
　

野

２　保健医療福祉学

１※栄養情報処理学実習

１　公衆衛生学実習

１　栄養公衆衛生学演習

４　人体構造機能学

及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

人
体
の
構
造
と
機
能

２　生化学・分子生物学

４　臨床医学入門

２　微生物学

２　生物有機化学

１　人体構造機能学実習

２　生化学実験

１　微生物学実習

２　栄養生物学

４　食品学基礎

食

べ

物

と

健

康

２　食品プロセス学

２　食品衛生学

２　食品素材学

２※食品学実験

１　食品プロセス学実習

１　食品衛生学実習

１　食品健康学演習

５３９小　　　　　　　　計

２　基礎栄養学栄
養
学

基　

礎

専　

門　

分　

野

１　基礎栄養学実習

２　栄養生理機能学

応
用
栄
養
学

２　ライフステージ栄養学

２　応用栄養学

１　栄養生理機能学実習

１　応用栄養学実習

１　応用栄養学演習
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注１　講義及び演習は15時間，実験及び実習は45時間の授業をもって１単位とする。

　２　卒業に要する修得単位は，教養教育科目については35単位，専門教育科目については91単位（うち必修

科目86単位，選択科目５単位）計126単位とする。

　３　栄養士の資格は，卒業要件を満たすことにより，取得することができる。

　４　管理栄養士国家試験の受験資格を取得しようとする者は，選択科目のうち※印の科目をすべて履修する。

単 位 数
授 業 科 目区　　分

選　　　　　択必　　　　　修

２　栄養カウンセリング論
栄
養
教
育
論

専　
　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　

分　
　
　
　
　
　
　
　
　

野

２　栄養教育論１

２※栄養教育論２

１　栄養教育論実習

４　臨床栄養学

臨　

床　

栄　

養　

学

１　臨床栄養アセスメント

２※臨床栄養管理学

２※栄養と薬

１　臨床栄養学実習

１　病態栄養学実習

１　データ解析学

１　食事管理学

２　経腸栄養管理学

２　疾患栄養管理学Ⅰ

２　疾患栄養管理学Ⅱ

２　公衆栄養学
公
衆
栄
養
学

２※地域公衆栄養学

１　公衆栄養学実習

１※実践栄養学演習

２　給食栄養管理論給
食
経
営
管
理
論

２　給食運営管理論

１　給食栄養管理論実習

１　給食運営管理論実習

１※臨床栄養学総合演習総
合
演
習 １※ライフステージ栄養学総合演習

２※臨床栄養管理学実習（病院）臨
地
実
習

１※公衆栄養学実習（保健所等）

１　給食経営管理論実習（学校）

３　卒業研究（実験）
そ
の
他

２　外書講読

２　栄養英語

１６４７小　　　　　　　　計

２１８６合　　　　　　　　計
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別表第４

保健学科専門教育科目表

　看護学専攻

単位数
授 業 科 目区　　分

選択必修

１人間関係論
人　
　
　
　

間

学　
　
　

科　
　
　

共　
　
　

通　
　
　

科　
　
　

目

１生化学Ⅰ（生体分子の構造と機能）

１解剖生理学Ⅰ（基礎知識・消化器・呼吸器）

１解剖生理学Ⅱ（循環器・血液・腎臓）

１解剖生理学Ⅲ（脳神経・感覚器・自律神経・内分泌）

１解剖生理学Ⅳ（骨・筋肉・免疫・生殖・老化）

１衛生学
環　
　

境

１保健学概論

１医療経済論

１社会福祉概論

１放射線衛生学
医　
　

療

１※医療安全管理学

１介護実習

１チーム医療論

１教育指導論

１薬理学

健　
　
　
　

康

１栄養学

１精神保健

１免疫学Ⅰ（臨床免疫学）

１病理学Ⅰ（基礎）

１医学統計学

１＊医学統計学演習

８１４小　　　　　　　　計

１疾病論Ⅰ（精神疾患）
専　

門　

基　

礎専　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

１疾病論Ⅱ（感染症・循環器疾患・婦人疾患）

１疾病論Ⅲ（呼吸器疾患・自己免疫疾患・腎臓疾患）

１疾病論Ⅳ（消化器疾患・血液疾患・代謝・内分泌疾患）

１疾病論Ⅴ（脳神経疾患・外科疾患・麻酔）

１疾病論Ⅵ（母性疾患）

１疾病論Ⅶ（小児疾患）

２看護学概論

基　

礎　

看　

護　

学

１看護理論

１看護技術Ⅰ（療養生活・環境）

２看護技術Ⅱ（安全安楽と回復の促進）

１看護技術Ⅲ（診察の補助）

１看護技術Ⅳ（看護過程）

１ヘルスアセスメント

１基礎看護学実習Ⅰ（療養環境の理解）

２基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開）

１リスクマネジメント

２成人看護学概論
成
人
・
高
齢
者
看
護
学

２成人援助論Ⅰ（急性期）

２成人援助論Ⅱ（慢性期）

１♯リハビリテーション看護論

１♯がん看護論

２成人看護学実習Ⅰ（急性期）

４成人看護学実習Ⅱ（慢性期）

２高齢者看護学概論
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単位数
授 業 科 目区　　分

選択必修

２高齢者援助論成
人
・
高
齢

者
看
護
学

専　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

２高齢者看護学実習

２母性看護学概論
母
性
・
小
児
看
護
学

２母性援助論

２小児看護学概論

２小児援助論

２母性看護学実習

２小児看護学実習

１＊子育て支援論

１＊子どものメンタルヘルス

２精神看護学概論

地　

域　

・　

精　

神　

看　

護　

学

２精神看護援助論

２精神看護学実習

２在宅看護学概論

２在宅看護援助論

２在宅看護学実習

１地域看護学概論Ⅰ（地域で暮らす人々の理解）

１地域看護学概論Ⅱ（地域看護・公衆衛生）

２＊公衆衛生看護学概論

３＊公衆衛生看護援助論

５＊公衆衛生看護学実習

２＊ケアマネジメント

１＊健康教育方法論

１＊産業保健看護論

４＊保健医療福祉行政論

１＊公衆衛生看護管理論

１健康管理論

２＊疫学

１＊ケアシステム論

１※＊学校保健論

１※養護概説Ⅰ（養護教諭の役割と専門性）

１※養護概説Ⅱ（養護活動の展開）

１※健康相談活動

１原書講読Ⅰ（原書の読解）
総　
　

合　
　

看　
　

護　
　

学

１原書講読Ⅱ（研究論文）

１＃†家族看護学

１†看護管理学

１†看護教育学

１看護研究

１看護倫理

１＃国際看護学概論

１＃国際看護活動論

１災害看護

２看護導入実習

２看護統合実習

３６７３小　　　　　　　　計

４卒業研究卒 業 研 究

４小　　　　　　　　計

４４９１合　　　　　　　　計

注１　選択科目の６単位は，学科共通科目の中から３単位，専門科目の†印の科目から１単位以上を含む３単位

を履修する。

　２　保健師国家試験の受験資格を取得しようとする者は，選択科目のうち＊印の科目すべて及び♯印の科目か

ら３単位以上を履修し，かつ，注１に規定する要件を満たさなければならない。ただし，注１の選択科目に

医学統計学演習を含めることはできない。

　３　養護教諭一種免許状の所要資格を取得しようとする者は，選択科目のうち※印の科目をすべて履修し，か

つ，注１に規定する要件を満たさなければならない。
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　放射線技術科学専攻

単位数
授 業 科 目区　　分

選択必修

１人間関係論

人　
　
　

間

学　
　

科　
　

共　
　

通　
　

科　
　

目

１生化学Ⅰ（生体分子の構造と機能）

１解剖生理学Ⅰ（基礎知識・消化器・呼吸器）

１解剖生理学Ⅱ（循環器・血液・腎臓）

１解剖生理学Ⅲ（脳神経・感覚器・自律神経・内分泌）

１解剖生理学Ⅳ（骨・筋肉・免疫・生殖・老化）

１衛生学
環　
　

境

１保健学概論

１医療経済論

１社会福祉概論

１放射線衛生学

医　
　
　

療

１医療安全管理学

１介護実習

１チーム医療論

１教育指導論

１薬理学

健　
　
　

康

１栄養学

１精神保健

１免疫学Ⅰ（臨床免疫学）

１病理学Ⅰ（基礎）

１医学統計学

１医学統計学演習

９１３小　　　　　　　　計

２放射線生物学

医

用

放

射

線

科

学

専　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

１放射線計測学

１放射線物理学Ⅱ（発展）

１放射化学Ⅱ（発展）

１医用データ科学Ⅰ（基礎）

１医用データ科学Ⅱ（発展）

２放射線機器工学Ⅰ（基礎）

１放射線機器工学Ⅱ（発展）

１放射線機器工学実習

１医用画像機器工学

１医用画像機器工学実習

１磁気共鳴画像学

１核医学計測学

１核医学計測学実習

１核医学検査機器工学

１放射線計測学実習

１放射線治療機器工学

２画像基礎論

２医用画像情報学Ⅰ（医用画像処理・解析）

２医用画像情報学Ⅱ（臨床画像解析）
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単位数
授 業 科 目区　　分

選択必修

２画像解剖学Ⅰ（躯幹部画像解剖）

診

療

放

射

線

技

術

学

専　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　

目

１画像解剖学Ⅱ（中枢神経・骨格系画像解剖）

２診療画像学Ⅰ（一般撮影・透視撮影・歯科撮影検査）

１診療画像学実習

１診療画像学Ⅱ（各種造影・超音波・眼底撮影検査）

１ＣＴ画像技術学

１ＭＲＩ技術学

２核医学技術学

１核医学技術学実習

２放射線治療技術学

１放射線治療技術学演習

２放射線腫瘍学

１関係法規

２放射線管理学

１放射線管理学実習

１実践医療安全管理学

１実践臨床画像学

１実践臨床技能実習

２実践医療安全管理学実習

６診療画像学臨床実習

２核医学検査技術学臨床実習

２放射線治療技術学臨床実習

１臨床医学概論

専　
　
　
　

攻　
　
　
　

共　
　
　
　

通

１画像病態学

１保健科学

１基礎医科学実習

２放射線物理学Ⅰ（基礎）

１放射化学Ⅰ（基礎）

１放射化学実習

１応用数学Ⅰ（代数学・解析学）

１応用数学Ⅱ（フーリエ解析・偏微分方程式）

２電気電子工学

１電気電子工学実習

２医用工学

１医用工学実習

１専門外国語

１データ科学入門

１医用情報処理学演習

１国際医療活動論

２７９小　　　　　　　　計

４卒業研究卒 業 研 究

４小　　　　　　　　計

１１９６合　　　　　　　　計

注　選択科目の３単位は，学科共通科目及び専門科目の中から３単位を履修する。
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　検査技術科学専攻

単位数
授 業 科 目区　　分

選択必修

１人間関係論

人　
　
　
　

間
学　
　
　

科　
　
　

共　
　
　

通　
　
　

科　
　
　

目

１生化学Ⅰ（生体分子の構造と機能）

１解剖生理学Ⅰ（基礎知識・消化器・呼吸器）

１解剖生理学Ⅱ（循環器・血液・腎臓）

１解剖生理学Ⅲ（脳神経・感覚器・自律神経・内分泌）

１解剖生理学Ⅳ（骨・筋肉・免疫・生殖・老化）

１衛生学
環　
　

境

１保健学概論

１医療経済論

１社会福祉概論

１放射線衛生学

医　
　
　

療

１医療安全管理学

１介護実習

１チーム医療論

１教育指導論

１薬理学

健　
　
　
　
　

康

１栄養学

１精神保健

１免疫学Ⅰ（臨床免疫学）

１病理学Ⅰ（基礎）

１医学統計学

１医学統計学演習

９１３小　　　　　　　　計

１生化学Ⅱ（疾病と生化学的変化）

機　
　

能　
　

系　
　

検　
　

査　
　

学

専　

　

　

門　
　
　
　

科　
　
　
　

目

１生化学実習

１保健学

１環境衛生学

１保健環境学実習

２生化学的検査Ⅰ（測定基礎原理・各論）

２生化学的検査Ⅱ（各論・機能検査）

４生化学検査学実習

１放射性同位元素検査技術学

１生理学実習

２生理検査学Ⅰ（循環器系・呼吸器系・感覚系検査）

２生理検査学Ⅱ（神経・筋系検査）

１画像検査学

３生理検査学実習

２画像検査学実習

１臨床画像検査学

１分析化学

１解剖組織学実習形
態
系
検
査
学

１病理学Ⅱ（応用）

１細胞診断学実習

１病理検査学
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単位数
授 業 科 目区　　分

選択必修

４病理検査学実習

形　

態　

系　

検　

査　

学

専　
　
　
　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

１微生物学Ⅰ（微生物学総論）

１微生物学Ⅱ（感染症の病原体とその検査・基礎）

１臨床微生物学Ⅰ（感染症の病原体とその検査・細菌）

１臨床微生物学Ⅱ（感染症の病原体とその検査・真菌とウイルス）

５微生物学実習

１寄生虫学

１寄生虫学実習

１臨床血液学Ⅰ（血液学的検査・止血学的検査・染色体検査）

１臨床血液学Ⅱ（細胞成分と出血・止血の基礎）

３臨床血液学実習

１免疫学Ⅱ（輸血医療と移植免疫）

１免疫検査学

１輸血検査学

３免疫検査学実習

２輸血検査学実習

１分子遺伝学

１遺伝学

１遺伝子検査学Ⅰ（遺伝子検査の基礎）

１遺伝子検査学Ⅱ（遺伝子検査の応用）

２検査機器総論

専　
　
　
　
　

攻　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　

通

１医用工学概論

１医用工学実習

２臨床医学総論

２臨床病理学総論

１臨床検査総論Ⅰ（臨床検査・尿検査・採血）

１臨床検査総論Ⅱ（尿沈渣・便・体液・喀痰検査）

２臨床検査総論実習

２臨床検査総論管理学

１医療法規

１臨床技能実習

１電子計算機概論

１電子計算機概論演習

２専門外国語

１病態栄養と臨床検査

２※健康食品学

１※健康食品法規

１国際医療活動論

１統合臨床検査学

６８３小　　　　　　　　計

４　卒業研究卒 業 研 究

４小　　　　　　　　計

１５１００合　　　　　　　　計

注１　選択科目の３単位は，学科共通科目及び専門科目の中から３単位を履修する。

　２　健康食品管理士認定試験の受験資格を取得しようとする者は，選択科目のうち※印の科目をすべて履修す

る。
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第１条　この細則は，徳島大学医学部規則（以下「規則」という。）第７条の規定に基づき，医学部各学科におけ

る進級要件について必要な事項を定めるものとする。

２　規則及びこの細則に定めるもののほか，進級要件に関する事項は，本学部教授会が定める。

第２条　医学科学生の進級要件は，次の各号に掲げるとおりとする。

　⑴　第１年次の学年末において教養教育科目について規則の別表第１に定める42単位を修得していなければ，

第２年次の授業を受けることができない。ただし，教養教育科目について規則の別表第１に定める42単位の

うち，38単位以上を修得し，翌年度中に放送大学・elearning科目（知プラe 等）の授業科目を履修もしくは外
国語技能検定試験による単位の認定により，規則の別表第１に定める42単位の修得が見込まれる者は，第２

年次の授業を受けることができる。

　⑵　第２年次の学年末において教養教育科目について規則の別表第１に定める42単位を修得し，かつ専門教育

科目のうち，基礎医学⑴の単位を修得していなければ，第３年次の授業を受けることができない。

　⑶　第３年次において専門教育科目のうち，基礎医学⑵，医学研究実習及び社会医学の単位を修得していなけ

れば，系統別病態診断を受けることができない。

　⑷　第４年次において専門教育科目のうち，系統別病態診断の単位を修得していなければ，臨床実習入門を受

けることができない。また，臨床実習入門の単位を修得し，かつ，臨床実習を受けるための認定試験に合格

していなければ，診療参加型臨床実習を受けることができない。

第３条　医科栄養学科学生の進級要件は，次の各号に掲げるとおりとする。

　⑴　第１年次の学年末において，教養教育科目について規則の別表第１に定める単位のうち，29単位以上を修

得し，かつ，第１年次開講の専門基礎分野科目のうち，８単位以上を修得していなければ，第２年次の授業

を受けることができない。

　⑵　第２年次の学年末において，教養教育科目について規則の別表第１に定める単位のうち，５単位以上未修

得の者，または，第２年次までに開講している専門基礎分野科目のうち，必修科目の単位を５単位以上未修

得の者は，第３年次の授業を受けることができない。

　⑶　第３年次の学年末において，第３年次までに開講している専門基礎分野科目のうち，すべての必修科目の

単位を修得し，かつ，第３年次までに開講している専門分野科目のうち，必修科目の未修得単位が５単位未

満でなければ，第４年次の授業を受けることができない。

第４条　保健学科学生の進級要件は，次の各号に掲げるとおりとする。

　⑴　第１年次の学年末において教養教育科目について規則の別表第１の各専攻の定める単位（看護学専攻は31

単位，放射線技術科学専攻は37単位，検査技術科学専攻は35単位）のうち，看護学専攻は25単位，放射線技

術科学専攻は27単位，検査技術科学専攻は25単位以上を修得し，かつ，第１年次開講の専門教育科目のうち

すべての必修科目の単位を修得していなければ，第２年次に進級することができない。

　⑵　第２年次の学年末において教養教育科目について規則の別表第１の各専攻の定める単位（看護学専攻は31単位，

放射線技術科学専攻は37単位，検査技術科学専攻は35単位）を修得し，かつ，第２年次開講の専門教育科目のう

ちすべての必修科目の単位を修得していなければ，第３年次に進級することができない。また，看護学専攻につ

いては，第２年次後期（２月）に開講される基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開）を受講するためには，第２年

次後期までに履修しなければならない基礎看護学に区分されるすべての科目の成績評価が合格点に達してい

なければならない。

　⑶　第３年次の学年末において，第３年次開講の専門教育科目のうちすべての必修科目の単位を修得していな

ければ，第４年次に進級することができない。また，看護学専攻については，第３年次後期から始まる臨地

実習を受講するためには，第３年次前期終了までに履修しなければならない科目の成績評価が合格点に達し

ていなければならない。放射線技術科学専攻については，第３年次後期に開講される実践臨床画像学，実践

臨床技能実習，実践医療安全管理学実習及び卒業研究の科目を受講するためには，第３年次前期のすべての

必修科目の成績評価が合格点に達していなければならない。ただし，第３年次編入学生については，進級要

件を設けず第４年次への進級を認める。

　⑷　第１年次又は第２年次の留年学生が上級学年の科目の履修を希望する場合は，当該年次の科目の履修を優

先した上で，上級学年の専門教育担当教員に受講申請し，承認を得た科目について履修を認める。この場合

において，留年学生が２学年上の進級規定を満たせば，第３年次又は第４年次への進級を認める。

　　　　　附　　　　則

この細則は，令和４年４月１日から施行し，令和４年度入学者から適用する。

２．徳島大学医学部における進級要件に関する細則（2022年度に入学した者に適用）
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第　四　章

学友会・後援会等規則
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　　　　　第１章　　　名　　　　　　　　称

第１条　本会は，徳島大学医学部学友会と称する。

　　　　　第２章　　　目　　　　　　　　的

第２条　本会は，会員の知徳を磨き，心身を練り，親和に努め，学風の発展を図ることを目的とする。

　　　　　第３章　　　組 織 及 び 事 業

第３条　本会は，徳島大学大学院医歯薬研究部（医学域・保健学域（特定研究部門及び連携研究部門等含む）），

病院（医科診療部門）の教員（教授，准教授，講師，助教），先端酵素学研究所の教授並びに学生の会員をもっ

て組織する。

第４条　本会は，これを総務部，文化部及び運動部の３部門に分け，下に各部を置く。

　総務部　庶務　会計

　文化部　軽音楽部，外国語研究会，栄養学研究部，茶道部，室内楽同好会，TIFMSA（徳島国際医学生連盟），
地域医療研究会，先端医療研究会，IAHSS（保健学科国際交流サークル）

　運動部　硬式野球部，軟式庭球部，ラグビー部，卓球部，柔道部，弓道部，剣道部，準硬式野球部，合気道部，

硬式庭球部，バドミントン部，サッカー部，バレーボール部，バスケット部，空手道部，陸上競技部，

ゴルフ部，水上競技部

第５条　本会の事業は，本会会員の自発的活動により運営され，第２条の目的達成に沿うものとする。

第６条　会員は，総務部以外の部において自由選択により修練するものとする。

第７条　会員が本会を代表し，又はこれに準ずる資格をもって学外の団体が主催する会合等に参加するときは，

会長の了解を得るものとする。

　　　　　第４章　　　役　　　　　　　　員

第８条　本会に次の役員を置く。

　会長１名，総務部長１名，会計監事４名，総務部委員長１名，総務部副委員長６名，総務部委員各学科・学年

２名，各部部長１名，各部委員長１名

　　　　　第５章　　　役員の選出及び任務等

第９条　会長は，医学部長とする。

２　会長は，本会を代表する。

第10条　総務部長は，教授の中から選出し，会長が委嘱する。

２　総務部長は，会長を補佐し，会務を統理する。

第11条　会計監事は，会員のうち教授，准教授又は講師，助教及び学生から各１名を選出し，会長が委嘱する。

２　会計監事は，本会の会計監査に当たる。

第12条　総務部委員長は，医学部学生の中から，公選によって選出し，会長がこれを委嘱する。

２　総務部委員長は，総務部長を補佐する。

第13条　総務部副委員長は，医学科学生から２名，医科栄養学科学生から２名及び保健学科学生から２名を総務

部委員長が指名し，会長が委嘱する。

第14条　総務部委員は，各学科・学年から２名を互選により選出し，会長がこれを委嘱する。

２　総務部副委員長は，総務部委員長を補佐し，総務部委員長に事故があるときは，その任務を代行する。

第15条　各部部長は，各所属部員の合議により選出された教員の中から会長が委嘱する。

１．徳島大学医学部学友会会則
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２　各部部長は，各部を代表し，部員の指導にあたる。

第16条　各部委員長は，各部所属部員の互選により選出し，会長が委嘱する。

２　各部委員長は，部長を補佐して各部の運営に当たる。

第17条　総務部委員長，総務部副委員長及び各部委員長の任期は１年とし，５月20日頃までに改選することを原

則とする。ただし，兼任及び重任を妨げない。

　　　　　第６章　　　選　　　　　　　　挙

第18条　総務部委員長選挙を管理するため，選挙管理委員会を設ける。

第19条　選挙管理委員会は，各学科・学年２名の総務部委員のうち１名をあてる。

第20条　選挙管理委員会委員長は，選挙管理委員の互選により選出する。

第21条　総務部委員長に立候補する者は，選挙期日の公示があった日から選挙期日前５日までに，文書でその旨

を選挙管理委員長に届けなければならない。

第22条　総務部委員長の候補適任者を推薦するときは，本人の承諾を得て，前条の期間内に文書で選挙管理委員

長にその推薦の届け出をすることができる。

第23条　選挙において，有効投票の最多数を得た者を当選人とする。ただし，有効投票総数が学生数の過半数を

超えないときは，この選挙は無効とする。

第24条　前条の選挙において，得票数が同数のときは，選挙管理委員会において選挙管理委員長が抽選で当選人

を決定する。

第25条　候補者が１名の場合は，信任投票を行い，学生数の過半数の得票数をもって当選とする。

第26条　その他，選挙に関する必要な規定は，選挙管理委員会が内規として定めることができる。

　　　　　第７章　　　顧問，監事及び各部委員

第27条　本会に顧問及び監事を置くことができる。

第28条　顧問は，教員の中から会長が委嘱する。

２　顧問は，会長の諮問に応じ，本会の目的達成に必要な重要事項について意見を述べることができる。

第29条　監事は，総務部長の推薦により，事務職員の中から会長が委嘱する。

２　監事は，総務部に属し，会務を処理する。

第30条　各部に，委員若干名を置くことができる。

２　各部委員は委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その任務を代行する。

　　　　　第８章　　　会　　　　　　　　議

第31条　本会の会議は，役員会及び委員長会とする。

第32条　役員会は，全役員をもって組織し，会長がこれを招集し，規則の改廃，予算並びに決算その他の本会の

運営に関する事項を議決する。

第33条　委員長会は，総務部長，総務部委員長，総務部副委員長及び各部委員長をもって組織し，総務部長がこ

れを招集し，役員会に提出する議案の作成その他必要な事項を審議する。

２　委員長会の議長は総務部長とし，総務部長に事故があるときは，総務部委員長がその任務を代行する。

第34条　会議は，役員の３分の１以上の出席がなければ開催することができない。

第35条　議事は，出席役員の過半数をもって決定し，賛否同数の時は議長が決定する。

第36条　予算に関する会議は，毎年５月10日までに開催することを原則とする。

　　　　　第９章　　　会　　　　　　　　計

第37条　本会の経費は，会費，寄付金その他の収入をもってこれに充てる。
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第38条　会員は，次に定める会費を納入するものとする。

　⑴　学生は，入会金1,000円の他，会費として，医学科学生30,000円（年額5,000円×６年），医科栄養学科学

生及び保健学科学生20,000円（年額5,000円×４年），編入学（年額5,000円×２年）を入学時に一括して納

入するものとする。

　⑵　教員の会費は，毎年度教員各会代表との協譲に基づき，役員会において決定する。

第39条　一旦納入した入会金及び会費はいかなる理由があっても返却しないものとする。

第40条　本会の会計年度は，毎年４月１日より始まり，翌年３月31日に終わる。

　　　　　附　　　　則

　本会則は昭和34年７月１日より施行する。

　　　　　　　（中略）

　　　　　附　　　　則

　この改正会則は平成30年２月16日より施行し，平成29年４月１日から適用する。

　　　　　附　　　　則

　この会則は令和２年９月25日より施行し，令和２年４月１日から適用する。
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第１条　本会の会計は会長の監督を受け，総務部においてこれを取扱うものとする。

第２条　本会の収入金は総務部長名を以って銀行又は郵便貯金に預け入れるものとする。

第３条　各部において経費を支出せんとするときは，予算の範囲内において会長及び総務部長の承認のもとにこ

れを行うものとする。

第４条　各部において予算外に特別の支出を要する時は，会長の承認を得て総務部においてこれを行うことがで

きる。

第５条　各年度の会計決算報告は次年度当初総務部において作成し，役員会の承認を得るものとする。

第６条　金銭及び物品の出納を明確たらしめるため次の帳簿を備え，総務部においてこれを保管するものとする。

　予算差引簿　　本簿には各部の予算額，支出額を登記する。

　現金出納簿　　本簿には現金出納を登記する。

第７条　各部に物品の監守簿を備えて，物品の出納を登記する。

　各部の物品監守は部長がその責に任ずるものとする。

第８条　会長は適時臨時委員を任命して物品及び金銭の出納を検閲せしめることができる。

第９条　副手，補手等はその申出により会員に準ずるものとする。

第10条　本会に寄付，その他特別なる賛助を与えられたものを特別会員とすることができる。

第11条　部長は毎年度末に物品の監守状況，その年度の活動状況及び次年度の活動計画を総務部長に報告するも

のとする。

第12条　総務部内に各部の物品の監守状況及び活動状況を調査する委員会をおく。委員の選出方法及び調査の内

容と基準については，総務部に内規をもうける。

　　　　　附　　　　則

　この施行細則は昭和37年４月28日より施行する。

２．徳島大学医学部学友会会則施行細則
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（名　　称）

第１条　徳島大学医学部（以下「医学部」という。）に後援会を置き，徳島大学医学部後援会（以下「本会」とい

う。）と称する。

（目　　的）

第２条　本会は，医学部，医学研究科，医科栄養学研究科及び保健科学研究部（以下「医学部等」という。）にお

ける教育・研究事業を後援して教育効果をあげることを目的とする。

（事　　業）

第３条　本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。

　⑴　教育・研究支援事業の後援

　⑵　保護者への広報活動

　⑶　その他本会の目的を達成するために必要な事業

（会　　員）

第４条　本会の会員は，次のとおりとする。

　⑴　正 会 員　　医学部等に在学する学生の保護者

　⑵　特別会員　　医学部長，各学科長，医学部学生委員会委員長

（役　　員）

第５条　本会に次の役員を置く。

　⑴　会　　長　　１人

　⑵　副 会 長　　３人

　⑶　理　　事　　若干人（原則として，医学科２人，医科栄養学科（栄養学科を含む）１人，保健学科３人を

各学年から選出する。）

　⑷　監　　事　　２人

（役員の任務）

第６条　役員の任務は，次のとおりとする。

　⑴　会長は，会務を総理し，会議の議長となる。

　⑵　副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときはその職務を代理する。

　⑶　理事は，予算決算及びその他重要事項を審議する。

　⑷　監事は，会計を監査する。

（役員の選出）

第７条　役員の選出は，次のとおりとする。

　⑴　会長は，役員会において役員の中から選出し，総会において承認する。

　⑵　副会長は，正会員中より，会長が指名し，役員会において承認する。

　⑶　理事は，会員中より，会長が指名する。

　⑷　監事は，正会員中より，会長が指名し，総会において承認する。

（役員の任期）

第８条　役員の任期は，１年とし，再任を妨げない。

２　役員に欠員が生じた場合は，補充することができる。

３　役員は，任期が満了した場合においても，後任者が決定するまで引き続きその任務を行うものとする。

（会　　議）

第９条　会議は，総会及び役員会とする。

２　総会は，毎年１回４月に開催する。ただし，会長が必要と認めた場合は臨時に開催する。

３．徳島大学医学部後援会会則
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３　役員会は，必要に応じ会長が招集し，予算決算及びその他重要事項を審議する。

４　会議の議決は，出席者の過半数をもって決し，可否同数のときは議長の決するところによる。

（会 費 等）

第10条　本会の経費は，会費，入会金及び寄附金をもってこれに充てる。

　⑴　会費は，年額6,000円とし，修業年限に応じ，各々次のとおりとする。

　　　医学科学生１人につき，　　　　　　　　　　36,000円

　　　医科栄養学科及び保健学科学生１人につき，　24,000円

　　　修士課程及び博士前期課程学生１人につき，　12,000円

　　　博士後期課程学生１人につき，　　　　　　　18,000円

　　　博士課程学生１人につき，　　　　　　　　　24,000円

　⑵　入会金は，学生１人につき，　　　　　　　　10,000円

　⑶　会費及び入会金は，入学手続き時に一括前納するものとする。ただし，本学部卒業後（MD-PhDコースに
よる休学者及び本学医療技術短期大学部を卒業した者を含む。）に医科学教育部，栄養生命科学教育部及び

保健科学教育部に入学した学生の保護者にかかる会費及び入会金については免除する。

　⑷　徳島大学白菊会助成金

　　　医学科学生１人につき，15,000円とし，入学手続き時に納付するものとする。

　⑸　徳島大学医学部青藍会館運営助成金

　　　医学科学生１人につき，20,000円とし，入学手続き時に納付するものとする。

（予算及び決算）

第11条　予算及び決算については，役員会及び総会の承認を得るものとする。

（会計年度）

第12条　本会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月31日に終わる。

（雑　　則）

第13条　この会則に定めるもののほか，本会の運営に関し必要な事項は，役員会が別に定める。

　　　　　附　　　　　　則

１　この会則は，平成18年４月１日から施行する。

２　徳島大学医学部後援会会則及び徳島大学医学部保健学科後援会会則は，廃止する。

３　この会則は，平成23年４月１日から施行する。

４　この会則は，平成25年４月１日から施行する。

５　この会則は，平成26年４月１日から施行する。

６　この会則は，平成30年４月６日から実施し，平成31年度入学者から適用する。ただし，医学部保健学科の３

年次に編入学する者については平成33年４月１日から適用する。

７　この会則は，平成30年12月18日から実施し，平成31年度入学者から適用する。
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配　　置　　図
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